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亜高山址帯の造林

!試験担当者

本場透林醜林琳::か下正夫

"a '造林牝二研究室:算蜡欣二,只木良也,用秋一a

”〃 械生研究宝:前田細,如住 昇

"土塊潔査部土壌状三研究字:宮川 淸

〃防災嗣気段部究室:岡上正夫,佐々木任般

束:i咬停賞;林第二砌!壑:加暖売助

" 甫淋是三側究宝:山谷李ー

" 理営第四鞄室:小息忠三郎

木替分堺造林牌究室:阪塚三列

2 試条目的

拡大造:林の戮埃田ともない亜廃山如米代も,大曲欢皆以人工植我の施禁炉すすめられている 

が,その成絡は必すしも満足すべきものではない。しかも昨今の労琳力の不足の問題もからん 

で,これら地带心时る過橢技術の再検討と一博の研究が必むとなってきたこの附ゆおい 

ては,人工造林あるいは天然史沛ばかぎることなく,それぞれの環・境に応じた显透更??段術の 

確立を目的とする,

3 昭和4 2年度の経過とえられた紬果

角年度(亜曲山地汚の造林,中出,報皆•昭和S 2生3月率照)に引段き・スの冬項たケいて 

研究をすすめた。

11Iハケ话带狀伐痢岖の保残帝処理後Kおける飛构の汨長および桃生選務

(场典)

(2)川上”漱吏折試知地の帯状伐採実行坂の稀横の?冃長および植生冷移

(心担当)

⑶ シラベ堆城林の生注稱造(拱系諏死・ふくむ)および生兵予術

(オ踢扭当)

M)ブナ史斯拭做均y六日町衆皆内苗埸地冇林)の設定

(〇)高山性例撞の透林成紙跚査

(水場拒当)



IG)東:!顷i方の亜溢山林およびプナ帯上都に関する脾喪

(木會分堤担当)

(灾北支掛担当)

中部山住:の讴福山性針証世林については.地味の灸件さえよければ,20~30e由の帯状 

伐孫によってダケカンパの収入を制限し・てシラペ,アオモリトドマツの更饬を,•心することが 

でき,かつまた保残帯の処埋にょって披:写をうけ務失する推幼浦故はく 〇す前後Kとどめるこ 

とかできるので,充分な全而更訴を充了することができよう。

ブナについては入面析皆伐卅以外に師初・な側?:方法をとった例が少なく、どの程度の浇捎が 

常也の発生成立伝弟しているかかまったく刊っていないので.7 0 . 5 0.3 0タの伐採率区 

分と,圮床烟別とを・総合せた誠敏比を没定して:”ゆをす、めることとLた。(快云実行哄3 

隹度)

また,柬北支堤では旧フ・ナ線合試瑛加内を利用して.ブナの更はに:為らする各相の"代をす 

すめたa

4 昭和4 3年度の旨:.成計画

曲あ度の誣查1cもとずいて本隹度は更位次の谷項について双査研究をすす幻る.。

⑴ ハヶ岳花狀咬弟凯ヌの保残るおよび当初更折帯の稚幼糊の経年消長課査

本埃(村(生•±® 5 )

(2) 丿(1±紺狄更第試験均の椎幼枕の経年消是糾査

雄(堡,土塊3 )

(3) コメツ丸ダケカンパ混交林の生産携造および宝畏予側

本知造2,槌生)

<4)ブナ更新敏段渺のあ継爾如およぴ地床処理伐援 ・

⑸亜高山性針棄偽林の做!理試賊

1.送 木 本場(植生,土環3 )

2.堆楙落潸・査 〃( ” )

3.敏気象泊宜 本場(关象)

4.揪钢理 前橋咼(六日町・宕)

5.世採の夷行 ° ( * )

⑹ 地北;m方のブナ更新試段

太會分場

東北支商(ご林2. 5)

⑺ ブナの更新に関する現弛屬M会開個

柬:！咬塚主依.囲係営林局«本場参加

理に陽定した河•喚はなわ•稚幼糊が完全に成立Lた狭/で状むいので像冬・統的に消長なら 

びに生貞欢況のを?Eをつヾける必勢があ小

針素何林詩の天然更新址はひとまずダケカンパに全面的に占右されるものが多く、これをな 

るべく針&刑の混交率の高い・にみちびく技価が垂はとなる°そこで先づ凝1：:コメッガとの 

2従混交扣を取上げてその卩就解诉をこころみよ5とする。

ブナの更、折・制女の存立ち什.とLて稚樹の細浏肆の打,栄.{ Fuour iuro sP. )£夏季の乾除 

之が考えられ,また地^によ・)ても大盖があるので,これらの瑯燃を微話宗の課まによってあ 

る襄度あきらかにしたい。

ブナに卬してI最Sを堆帯の造林問明としてfin究びすすめられて衆て.f の成呆もおさ 

められつつあるので,この际坊地係挙会を挂って.実行血と紡充面の尚志統一セ図ると共に, 

更に一歩すすめて間汝を3?決するいと口を布たい。



2 造林木の材質

1試裝担当者

木・标部材群利斐:加納孟

〃材婀究室:宓彰司,中川伸慮,斉.蕤久夫,小出正一,预・松鼓!生•石研匝春

"物理荷兒室:薫木自浦»中野逹夫

"我度研究室:山井良三ガ,食免川,近菸学ー,中幷・

2縫糸目旳

•は後,木材の总强村にたいして供給がともなわず,源林の金照骨の畑大のために短她1早生 

枢秘はよる拡大酒林の計面がすすめられ,・くその成果か上げられようとしている。

しかるに,この短伐期早生耕設とLて生击されているもののうちTは,いわゆる•未成黙持 

v Lてかなり低品说なものがおおく ,利用上の地坂な支ほを尋えており•その材質向上がのぞ

まれている。

この归究は,このよ5な;窟味で短伐期早生蛹役としてとり上げられている恭林木の材国の夹 

爆Iあきらかにするととんに,村質遊下の&因とその改善法を横討ナるとともK .さらに折し 

い加工密によって,その柯買改仏の可能性;てついて彼兇する。

3 昭和4 2年度の経符とえら:‘Iた給米

I ,昭用M 〇年度および41拓度に踏 した莱京用岡および為を営林別曾内産のアカマツ供 

航:米の家材および平角材(、21X12z)Kついてその品’汀’覺’逾の略果を职まとめた有ら 

れた結果の大要は次の通りである。

；.謹纣品等 您枇3 G e以上の丸太では1歯玉では甜がり一の久点が• 3待玉では•筋の欠点 

が,さら建2帝玉では,これらの2つの欠点f球子がそれぞれ狼立:した纳として,各・の 

品等の制浪因子となっている。

2.山林晶の品等

1)アカマツ平角材の品等を徊眼する最もな本的な制似炳子は節の欠点と・螂蜗斜度で

ある〇

2 )平角材の丸身品簫は,丸太径极Kよるあ・か若し< .J ASW沸は,50硬以上の

密材で約8 0用,る〇〜185の索材では約4 0Wである。

3 )節の欠点也 丸太径級による差異はあきらかでなく,材曲剂れ,澎荏傾斜度•ねじ

れなどの欠点因子てついては,丸太径級の大きいもの式上ti編放の出蜘度が制E

・平角材の欠点因子 ・

1) アカマツ村では,そめ枝が恰生するので,液大鈕j径比と同戀に集中節携比が負材品 

の肺等佩験因子として作用している. •

.2 )採材位尚の低い丸太徒級の大きいものぽ村面割れの発生が商い.

5 ) F角材の微維絢斜灰と角材のねじれ借との問Kは正の相関虞係びあるが,同じ谖鯉 

偏斜皮を示す角材でも,林分が異なると・そのねじれ:!:［に溶しい差異がある。これは 

的材の改雜傾斜度が材の表命から扣心までのあいだで変動する状態が林分貴よってか 

なり異なっていることによると労えられる.

4)平ガ!材のそりは一段に少なく ,灾用上の支藏は少ないと考定られる。とく JC丸太径 

級の小さいものからの平角材で;X ,そりが少ない。

5 )向令林分内でぼ,成長の氏くないもの(未成熟な!Kの技の少ないもの)で叩,泌, 

材iiiW!れ,依維締?遮,ねじれ,そリなどの措造用材t しての粉・知招臼水ついてむし 

ろすぐれた品符を示した。

6、 この場合における剛i的性’趴てついては測定計算を燧位中であり,収翻性能日っい 

ては測定結果を取まとめ中である.,

11.以野•片林咼管回、 カラマツ造疝j・から佻式木8 〇本を伐採し ,俄試丸太2 7 8本を・採材 

した.

1)以能顷斜,年被橙成,较馬性および,収籟性能•通度性能などの測定のための試科 

を課製し,渊定を胆始した。

2 )刀ラマツ犯成材のS魅:丸太の答邰位ごと坂長尺ひき板をゑ材し ,天然ならびに人

ェ乾燥を行ない,瘀成针用の順板を辎鶯した。また,高浪人工乾歯した正角材に匕ノ 

キの薄板をは〇て化涟拄を裂造し»割れと狂いの発生办®!を曲県中である。

3 )髙:微煥 丸太の!tまく燃後,製材することにより製品の狂いを除くこと,高混•乾

仏により屹蛟期間を短縮十ること,さら:C酒材i Lて乾峡することによりが期間を 

姣かくすることなどを目的i L ,これらの処理に際して生ずる間!®点を辭決するため 

に2 . 3の実・受を行なった。その結梁の大功せ次のとおりである。

(I)快:妹温皮については1UO*C附近が叫く ,これ以下ではかえって割れが生じ斯く 

またこれ以上では技作,裝宓に困施性がある。10X10 eの正如材で含水牢15 

将まで•6〜7 &で乾煤する。

〇!>心持ち角(1〇 XIQ s )でも,通当な条件を逵ベば,背割りなしないでも,割



れの生じない可能性がある.

傾)普削りの位曲ははにより近い面€するのが細かい割れの誘発を防止するので灸も 

仗い..

4 昭翱43年度の就験計画

1.4 2年度K採収したカラマツ供試材夜ついて 年籍構成,滅縦傾:斜,容埴密度数,线節性 

収柔性i；2,強鹿性能などについての測定を行ない,カラマッ材のねじれ狂いの主な原因を核 

討する・ ・

2. 集成初の溯迎,42羅葭に淑製したひき板の品質辞価を行ない,その品等別亿集成材を後 

造L ,その狂い,炯|K性能たどKついて実用品&を綃3Yし,カラマツ材の象成化汇よる品買 

改良法を必対する。

なおカラマツ角材・を心とした化桩柱についての樹定結果を取まとめる。

3. 為河乾帔.4 2蛇度のが先の結果から得られた乾爍条件(10 0 C )について,SW よ 

る狂いの防止および仕上げ含水甲と加工硫の狂い;てついて蜒を行なう〇

3 湍造用材の品等区分

1訳垓担当者

木材部材料科長:加納 孟

〃 洗據研究室:山井佳三郎,商見禹,近遊季一 t4=#孝

〃雍材研死室:莞木 虬 山口喜齒太,出所障一如

11材質研究蜜:須惑澎可,中川伸策,球久夫,小印正一,重松頼生,石原正春

2 賦験目的

近年,木材の斜蝴造にはぎわめて蕎しい変化がおこっており,木材侑谄の髙浒Kともない 

その酒賛分軒においては他の生廉材との破合があらわれている。木材綾用検の退半をしめる建 

楽材の分野Kおいても,理遠臓の作化,大工驚の灿などを,苛景と!«て.この渓なはとく 

西Eさを加えており,その治果11^業における木材の再生诧にたいして重大な危枱微を生じ 

ている.

木材犒没而にあらわれているかかる現狡を克服していくためには,各分导Kおける木村の安 

定した客座を跡保し ,用途R適した米粉の合理的需用をはかることが必技であるび,そのため 

には尢拈の!IJi^trたいする性能を明陪にし,その品氏にたいする信就度を高めるための瑯招が 

とくに也耍であることは云うまでもない。

かかる液・味から,この研究は遞筝用材kたいしてその実用的な品攻(箕変的性徳およて跳を 

的な化注術低’)の叢付けをおこない,その標泌化を(io、るための根拠を枪立することをねらい 

としている。

3昭和4 2年度の褒通とえられた襪衆

I .•用材の品翁区分

1,,スギの平割り•断而寸渉4. 5 8X 4.0 m , 6 4 8本を市兜およぴ付充問蚣から抽出し, 

節,丸分,其の仙の吊質,指標の癖把握を行なうための澜定,とりまとめを行なった。 

この記亜のなかでは,慣行の弟級区分がどのような基準・ほよっているかを探啄するととも 

K ・慎1林炽格にもとづいて格付する場合の孺因子の影坂!を検対した,為られた結果を要約 

すると次のとおりである。

i )抽出試科を股林規格雑もとづいて格付すると,表示の答級より低く格付されること 

が多い。これは主としてー胶に沮！用している品質科術の墓準が段林規絡のそれと比阻 

すると,いろいろな点で押なることを反诀したものと労えられる。



ii)諏登の対象になった平割りのうち役物は娼&として使用されることが多いので,m 

行の仕分けでは,威七隣接2枢面の良否Ksffai!の筮点をおいているよ5である。した 

がって無あないし小新の尹示も,それらの面に鴻してのことと解せられる。この点等 

扱によって抨"価の対黛になる良血散が変わる携林規懲とい:,おもむき頌にしている。

10 )慣行の仕分けでは,良面の頑の程度をその大ささと敌の両者て・祁断し,上小简ない 

L小節についてはお按2材面で5/ぐらい,破大長径5 5b卜4 〇陶售度を許容灼成 

としているようであるC

(V )愤行の仕分けては,•荻林規格におけるようなく材面の/5大節逐比はほとんど彦・さ 

れていないと考えられる。この点が晟林規格よりを彼が麻くなる眼大の隙F、と仙(さ 

れる.

V )典林規掐にもとづいた好合,上小節と小笥&掐付けされるものが務めて少なくなる

・これは,上小幽または小節の条伴に合更するようなものは,ほとんどが2方ないL 

1方無節任格付けされてしまう結果で・等級序列または各物の合格条件はついて, 

若干の泌豆しを毋することを物語っている。

VI )谜林月i陷では節の程废を绥大姫径と最大简迷比の2指谅によってみている始,良面

の化湖勺評価に便する隰り,飾径比以！豚因子に加える意味は少ないと榔诉される, 

!た<豺而の技大節径比心用する制限がやや世びしすぎる藉があり,怖度的な面から 

再験肘が必夢と考えられる。

(2)スギ心持ち正角材について,Iと回じような考え方で理査・行なった.また比做の詠味 

で米梅材についても同じ調査を行なった。

このためスギ心炭ち正角材(!〇 m X10 m X 3 m )18 6水を若野おXひ尾鷲诉区况の 

市版材のなかから,咬た米^バ去り正甬材8 〇本を田辺および清水地区産の市娘材のなか 

からそれぞれ抽出し,品’殴指標の実態把®のための測定を行な•□た,.

V •応力滞級!?分

in 物W産ブカマッ平角材の実大如度武綾の節代Xる弭度低減についてとりまとめを継続し 

fco

⑵ ス芋平割材の節Kついての强度的品實の•表方法を度耕中である〇

⑶ 筋建比が価度技及ぼす影恭をみるためのモデル突岐としてアカマツ(5mX8 ex14(1 

0)な用いて,i )広い材曲のモーメント一定区間について,顧圧比を一定cした場合 

の次爲(からの位塀Kよる如庭低波军,II )该線から節の痢まて•の距盗を一定に Lて,笥
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逢比を変えた丸冶の飛度低泌・; , !0)天然筋とドリルて•おけた孔の比或などの点につい

て软•討した。

(•1)スギおよぴ米楓について長柱試飮を行なった。

4 昭知4 3年度の試貽•計画

I用材の品部区分

スギ心祷ち正角材"Kついて,さらに2灿8を適定のうえ試料を抽出して,その品簣指雑の 

卖酬S握をするための哉芯を行ない,4 2克號のが雁結果とあわせてとりまとめを行なん 

n応力綽紡区分

⑴7•ガマッ平角材.ス羊平割材Kついて把展低滅因子とLての節め表示法を演註する〇

⑵ アカマツのモデル実除«おける無欠点小試片の粉果て得て,弥度低諛宰と苗の影恂を焕 

时する・

⑶ スギなよぴ米櫛め心持ち正角材について測定を行ない,柱材としての婚度品質の源示法 

をC?討する。

スギについて,奇僅比が俄泯に及ぼす影蠢を七デル実加Kより険紂する。



4 国有林の土壤譌査

!試駆担当者

本場土壊謳査诚:标本与良 ・

〃土塚绿常土壌勇充料長:？q島 忠
” *7 土雲第一研究’必:松井光孫•久仪哲茂•小鳥俺郞•海沼秋美

a , 土壊第二研究室:所名畏之助

” 〃 土頃第三研究整:我下育久

〃 艮 埒武研究室:木立正前

北湖涼支協土曜喚室:が正装・山次棄

柬北支塚斉林第三研究室:山谷孝一 ・

贸西支除土磨硏究室:河田 弘

四国支場土壊聊究室:窪田四郎•井上奔ー抖

2訳駁目的

匡有林土壊セ充車英の推酒およびその成果と技術の向上をはかること。また,土况訓死成果 

の多角的利用をはかるため•累務Lた成果の〕蛔的・らびに全国的とりまとめ方法を挨时する。

3 始和4 2年短の経過とえられた,籍枭

1) ,卸・油指锵およぴ旌,竊

北見.带広,密川,札憐•前・摇•名古蛉,大版«搪太の各営林局代ついて.卧-次土巣綁 

査現炮指游,立堆级翻锚導,兮後の士照調密蜜初関十る畝養などを夷;施した。

2) •報告書の雑資および土豊図印則の指導

報杳書の家查は2 〇爭案区を蔣了し,長野・娜・落広,育森・飲田•束京・大阪各代林 

局実施の土缀め印刷姦務の扭・導,拔正を行なった。

5 •)•林!0f土壊断面図集(2iの排寒

粕賊31:折面の各層位別化学的性’曾の分忻・母材峯・制,粘土戦物分折•土性紛理学性の測 

定辱を行なうとともに,あ姿お載が項の蛛耘のとりまとめを行ない"印狷.H!行を終了し 

た。

4)•その他邸連琳項 ^

沖剣技術援助の一環として,珑球政/任林场疎•管内各甘林席,同杯業演剛枷’こ対し,林對 

土増沖3£方法の現地指導を夹拖し,主安地域の森林土粉てついて分類の大兩を定めた。

4 暗知4 3年度の試塲ま:画

前旬kにひきっづ倉下3顼目を突龍する〇

1) 現地抬御および!SS

北海泊,前栃,排本任同肯内について垂点的に指溟を行な5。他同(七ついては立灿殺諏充 

K関する指评および艮雖成果のとりまとめの指.:に亚点をおく。

2) 報吿法の中を的5 0報告

5)分析,母材塗別 钓100点

•:)亜洪带岡読林土M分"}tついては笹更群塔ならびに彦應採取の沖岡諸盅j試料などについて 

枳対する。

なお•こんごの問題点として

1),第一次?^溢了営林局のこんごの翅g内客および技術保存方法

2 ),世往成果による‘即"位(地域引)およぴ全电森林土地圖瓣さんの促進

3 ),隅:在成果(土龊)の生用カ的浮価

4 ),揭色弦林土诈,および黑色土環坪の地塊的祷性を・表わす亜琨設定の倾紛

5 )•小笠城,沖格返還を想定した.亜熟皆幟の森姝上喰の分知および適木i®定基準の

疏立。

6 ) • 土浪図印刷のも・局実施にともなう諾問題。



5材w•および成長聲的定法の•基權誕査

6-1 杯分成長れのな定およひ予源方法

1試次:担当者

晓避前翔定研究室:西・沢正久,川站幸政,椎林俊昭

2 試ケ巨的

固定想0地内の从木の成長":!H港・径,横;甬,材格など)のデータを用いて各成通の分布を 

稀究し .玩往の各秒排分成長松の推定方法を积对し,成/臨ノ蜿の飛・忑フコフbサイズの決定. 

秋木のれ成’状禳ほよる成長过那定本敘をシュミレー ・ンコンで決定すること,また松分の成長退 

程を時菸列とみて取り扱う方法の研究.をしてあらゆる予雨方法の須徑を偷討し・て衆終的性Hi 
适な成良渋の予浦j方注を桧立することを！？!的としている。このため少なくとも5朋費(1叫傅 

iH 5〜5托)よわたる継続した根间値を虫めなければならない。

3哇却4 2与•度の経過とえられた％果

财j:営M局,上出燃落皆内小丿I跳顆Xのじノキ回定林泗化の2プロック(1プロックは5〇 

rax 5： Ort)の弟3回目の勺査と同届,上田哪為湖・川攻編.戋区の”ラマッ柑^定標华沁 

(.Q 5 2 h )の弟3回目调•査を終了 Lた.、現在黄料の齢理中である。

4 昭知!43年度の試験計画

長野営林M•上松世・占,小川が袈区の天然生匕ノキ固定億潮地の5ブロックについての定 

3回目の條と北見営林局,留辺桨當林宅・诅根湯・麹Fの天然生エゾマッ,トト・マッ林分固 

定標準地の第3回目の調炎な実かる。

2

5-2 同空写照材松表の作成

!誌収担当者

旌能氧経せ第2料長:大友栄松

"航測研究室:中島 酸・秘波幸男,長谷川M序

〃 測定研究室:撻液ミョ子,薬袋次网,神戸・喜久

2 如驶目的

ステレオグラム(比较判例写真)御整の資料を用いて航空写耕項表を作成し写真｝てより材 

醐腕なおこなう方法在耳立する。

3母・和4 2年度の終過とえられた給果

昭彩4 〇年度より作成が間始された金国奇林比較判斜写爽を冲とする没空写说格折戒作成 

のお暖;形をとして.約!h a O«JW.の戯•魅.％方法??もと.*, :?た各訂海法,枷C比好J 

佩:写女㈱t:の地上測定仙・と写克泗定艇の結びつき寺樹杪•林分齢;.,爬兄,靜の谷姻より求 

めるために(W«Kひきつづき東京営林局宵内スギ標御照綁豈責料を解折するとともに前 

橋営祝心尚内に2ヶ所のスギ徳的・を設定し城混切なった。また云応の.’岭資科・用いて旭 

上測定値と•写舞則定値との結びっやの・檢时な進めた。

(が地誠i秘の一手法としての(P LO t M " Sampling)法については材補推定上の 

多くの間知8いて大友技敏が研冗を進めて成果をとりまとめている。

またポイントE査,およびブロケク牌役(1G mx10爪)の値数と全林鯉木値との仪(保代 

’丑、ては,それぞれ2 〇題に至・て平均偵の2注以内の巾の推定となった。なお］0題で棣は 

5务,5時で15 q前f初巾の推垣であった

写衣測定値との結びつきについて,tづ写我別定因子と炯上測定値との侵通なそれぞれの镖 

劑址忙ついて検时しな〇 ・球知1|定树部と地上測定也楠は写衣条件に左右されるが,もし削定可 

能な-更木であれは,そめ相作が極めて爲いことはせうiてもない。しかし一林分において倦々 

の立木がi时定されうるのは極给て特別な早会であり,通常これは林分平均為として,Rめら汩う 

化,または題倒分けのー製段とするべ谷である。従って雁なの地上測定資料との嶼封において, 

:写猊上に•卩めうろ偽々の柄冠而蜀,およぴ敞!占冇率との阴迎を技耐した«この結果» №4の 

樹冠面&と材扭との的田は惻冠占右率よりも,はるか従高い相国が胡められ,天携林分Kおい 

てはr = 0.8 7 ・示した.しかし商状標勒(！»は過物林分のため,この相(卽は若しく低下し,。 

05 5な示した。なお10 01x10 mのプロック別による立水密度と材・稍との相弱は爲萩林分 

作於て天城林分より商い相供1供！保皆示す。
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なお段応資為による林分の写森測定値と地上关測位との検討にわいて革滝炒方カラマツを用 

いた。同一牀分の林分利高の翊定探を:写夷浏定日よる翩•方世•遍渉,斜曲上の位a‘,傾 

斜角,立ズ溶度,同一林分面壌の各妾因冗よって翌因分析を行ない任好な結果を得た。iた. 

白河地方スギ.・ヒノキ,アカマツ林分については衆!読・側定统と材撒の關の傷相仪 ！を下同の各刀 

ティリーごとに検討したがその結果は桝岛……〇・7 5 5 .岫方血……16 3 2 •卷冠直堡 

.......0.6 01,雄斜角 〇• 5 9 3 ,空理••…G △ 8 5 ,色!::幡 〇• 4 2 6 ,蚀紳立 

&.…… 0-2 7 7.反股茨密應・•…。 2 5 8とな•=た,

なお,これらのカテゴリーな応用した材号»態定法について検討中て・ある。

xた匠に作成された比・判洌券女の材窗卸陀仙の性’質を知るため,それぞれの林分での河売 

点間の変勒な吸めたが.令彼が妖くなる%:したがい变聂は大きくなる後冋在示し.2令必では 

65 前後&示すものか少なくない。路竅Kなる江位がい,平埼2 〇 -i)Wとなるc

4 昭和4 3年産の試虹計画

スギ標汤面資料を補充するため,前橋営林同管内において令效の我なる棕險Pな設定,地上 

尚定およぴ,写我判薮をおこなう,欣•応資料による写耕j就値の笏因分析な進めふ

新に作成された比v.Z判例:写頁について,東京世林局會内スギ.NL ,前橋営林局アカマツ, 

北蜘帯広天然杯の資料代ついて,林分材莎値と址上洲査値,および写典洵京値の渉因分忻を 

おこない,最も多く跚理する要因と,その透切な写真伸陆法,または推定法士險fし•材,税推 

定方法の球立を図るとともに.材型表,収後安とのra龍・明らか拭し比间例写典.の利用法米 

研究する。

なお,既に作成された比杖判例写声の奁务内容の精度を機的するために,少なくとん各林型

タイプにつyな的の抽出モデルによる却由再购が0点しい。

6 地位指数謂査法

6-I地位幷敛

!試製••担当者

籽样都茹I定研究宝:西沢正久.命益幸洩,W域次郞,神戸序久

2 肱驭目知

卅位は•林地がその樹御て対して示す:祖坂的材準生序能力であると定義されている。しかしこ 

れを如何なる州度でとらえるかというW制・は一音的な辯おはないが.一 ・關には主林水の平均 

护高または上酣なJにより灿位を利定する。この場合一眾の華協林金を没けて址位萌親を作成す 

る方法と・社’燃令を設けない作・成方法があるCこの冠賢では前者による方法をとり,これを沁 

位指次曲粮とよぶことにした。如忡指欲曲粮は一收には暫定プロットをとり,作洗されるが, 

この研咒では性齢辯析水の成長を解析し,それにより•避合のよい始位招数曲線の還択,ぶ某因 

子の座•界に祥なうガイドカープの附の相選•加位と土批琅墮因子との関保などを計催的:r把握 

する。ま件淀プロットから件る用位:脳却廠と,桝斧麼折木から作る笊位拒敖曲臆との相違 

の网敦および圳泣指数をどの位の血柄年位でとらえるかも合せて験討する。

3 る和42年度の絲诵とえられた絡果

スギ林分を対歎に,ii；j«±でのが画を4>とKして血ny作数曲親の差の・出・および多くの 

因子による切他指汲也線の作成を可后にするような焼木の抽出を計画した。すなわち,拍辰因 

子,標祐因子,咨級因子,回:6耕因子別ズ蛉N・とり•これらの因子・が灿位指数にどのような 

供通を示すかを解析するため照16 2谯本点の濯査を凯闽した。

同上の針知T航して.水剧営.林君•福尻事冥区で2 8償の條木点を御査したCこれら各点で 

は松餘解析を各1水づつ夹行した。

4 昭和4 3鎮度の叡駁計画

この試験て証血された16 2の悚ホ点を全那哋することがMも早ましいか.費用と功程の 

面か、•その1制は哲略せざるを褂ないと考えられるか,4 3“は碧因の組合せのうち・少 

なくとも1反傻のテ•・ターが揃うよ.に、前住度譚査されなかった点を補充する。その敎は44 

点行なる。また前年危まで”・得られたカラマツのデーター；rついての解析および殴时を進める。

なおこんごの問題点として姑位^数曲国は固處ブロットのデータード基づいて作成すべきで 

あるが,この研究では说本木の櫛蹄析片よって作成する简便法を!史っているこれが林分の 

成埒を正挪に表現しせれない点をどのようK取扱うカ、.という点がこんごの問題点

%25e6%259d%25b1%25e4%25ba%25ac%25e4%25b8%2596%25e6%259e%2597%25e5%25b1%2580%25e6%259c%2583%25e5%2586%2585%25e3%2582%25b9%25e3%2582%25ae.NL


となる。 6-2 航空写典および土壌調査を応用した表林の泯定

1訳％:担当者

M #部経卷第二狩長:大友栄松

〃 側定研究室:西沢正久・川孺韻,跳共次期・沖袒再久•西川匡英

〃 杭測研究室:中网・長谷川訓子•牘渡辛刃•大貫仁人

土壊辨査部土標酒三研究室:点下幵久

2 紙歩旨的

森林の測垣を土壤調爽および統突写疝:による柚定と結ぴつけて垮合理?査として経な計而規成 

に必綱!な悄報が鶴られる方法•を冠:立することを日的としている。貝.你的Kは,材种,成询. 

地位指敖詮の目的変数を地上.圳定による情修治よび離:空:な我の忡幅にもとづく多数の注明变 

教から淹あ忙しかも而効に推遊する手渉,および収理予地善をこれら綜合朋覺の君果から作成 

することなどである。

3 昭刼4 2年度の経過とえられた結果

4 2妃度は柬京営林局水朋かE管内でスギ林分を対如てつぎのような標太抽出を設針した。 

まず諏3物攻地である瀬用盛哭任を5つの地区に分け,奇擁訂爽薄と航や写说を利用し各圮区 

からは,ら却’泅子(2；,金糾"<3)•樹が㈱子<3。發因の知合せにより5反復の合針3 X 2 X 

3 X 5 X 5 =16 2の棕宏点の剝击をする。これらの各点では.標華地酒麦(Q0 4 haまた 

け仪〇 〇丨んぜ)•土壤羽責,および写夏判読に必群な忏带胭爽を哭行する。なおカラマツで 

の訓I孑流果の分析およぴテーターの侦討杉進めた。

以上のように股計された訥我点のうちから,2 8点の成地將疋を終了した.このうち•対火 

地城には中間合次の妹分力、ないのでこれを除いて会紡を2水华にすると標な点は1〇 8点と 

なる。姿:なされた2 8点Kついては棟本水を選びそれぞれ护幹解折を哭行し,理在奏料の整理 

中である。

4 昭和4 3年度のお験計画

4 3花度は上の萩;H・のうちの要因の組合せが少なくとも1反復は揃うよ”て.前苗驻の不足 

分を補充調査する」その数は4 4点である。これは瀚庞キ菜はのうち特雑梆口地(？|て配咬され 

ている。变た前曲!:tでに初られたカラマ:ソのデーターの解听およぴ唄討を進める。

なおこんごのI:慟点として昨尔の出网点を很珂して上のよ5な部遅を設叶すると非常に多く 

の孫太点が必要である。これは3仮@であるが姑小理の2反價にしても,7 2点は聚小の必要 

標本となるe昨拓はこの5ち2 8点を譯なしているが,4 3弟瘦は残り4 4点を磐在しなけれ



はならない。人3およぴ棵找の点で群衣を維7させることが可能であるかどうかが問題である。 

fにこのような多因子的及因を労由しようとすると必耍な棕本次が培え,経費も峙間もか、る 

点は大型試^の共通の問超とならう。
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7 大型機械による造林作業の檢械化

!次験担当者

様械化部根阂4長:山顚三平

〃 楸械第二研究室:三村・和列・廣内正雄,平松 條

2 試麴自的

林炙の労您生拜性の向上を方図し.とくに檢械化作緊の迎Hがおくれている造林作寇に対し. 

大型极械すなわちトラクタおよび同付順作•業械による地捂え•植付・下刈り•紫帮敢為"仪根 

処理等各作英のワンマンコントロールによる梓株化を可浅ならしめることは,建林作業の板械 

化の可能性を立旋する上で大きな海.逢を冇する段勝をむかえている。このことは本Kのみなら 

ず滋外の林榮先if岡を通じての期向であって•各伊トラクタ付网荒林用作芙槌如斯発をはかる 

とともに.その靜械性能および作桨性能・これる作炒の紐合わせ此よる蜘化作業法羽に検 

討をくわえ,大俎板诚(ヒに聞する華礎的技術M 况用的技術体系の柿立に谤するものである。

3 な和4 2年度の险调とえられた結果

1)山地斜而忙おいて停?^方向に拠回すろクローラトラクタの丽詞m力Ptc(pS)KB8 

し解折をおこない.この:秘の林英用トラクタの基砌旅の一つをあきらかにした。

p 〃ふ ・2屿｛?んモ4(2T一“)或京_
IC 27。グ’。2 く 2ドー») 非 /X(2r-A)>

+ 法・Ena+专'

ここで,Qじ:トラクタ装偽重iri(际),VO :焜回時の页体中心の走行速肉:(km/hT\
V :トラクタの全核紙効率

y〇 :トラクタの走行抵抗保散. A :攻带の4曲向の挙・擦係故・£:接也長(W )

お:外圓戒带中心の慶回半径(m)
力:トラックゲージ(m ),



力:トラクタの帀心の高さ(加).眾カ加迎SE 5! 8 ( w/Scc5 )•

a :奇面にあるトラクタの圈方同の傾朔•角(° ).

P :斜面にあるトラクタの進行方向の蚀’斜角(° ).

w :糸!!印にあるトラクタの進行方何の水平爐とのなす角(3 )・

T:斜面の浦斜角(〇)

a = s i n ' ji1! n( 9 Q—w)si u T fi=$ i n \s i n utst n f )

2 )試作せるトラクタ背負式湖圧/吻游代根処理機の伐扱作伐について解旅し同疚,の伐秋 

処理所要あカ P： c ( P S )•および平位燃斜洒谩償当り疗根切帀苗吹球// )は次式 

Xり推定することができることをあきらかにした。

・、, /・・•N’!•
P » c = —- -------------------------------

75•あ・宀・か・なWh

ここで、技.伐根処理刃の単位切削折抗力・

b :伐根処理刃の顷炯巾・

h :カソテ< ンタドラムの切削琛さ.

Vf :カブティングドラムの送り速度

火:p Toeと油圧モータとの任林効率

りcd :カブティングドラムの枪械他家

% :础ホンブの全篇;fi

钿:福モータの全効率

乃h :高J上•ゴムホースの伊黄

2

ここで•Q :也位時間当り伐;根切削堡(*/B GC )9C

JT・ r% ・厂’ •力• n • 3 • N・、c 

65

几:同特に伐根を切削している刀ラタの数

& •・か"、枚の央％に切削している.さ

r :ガソタ先株の质凯回侦半径

P :岭料の比京.軽油•0Q8 2 5 ( ,9r/糖)

几:トラクタ件林扳以で各径の斉林作圣をする坍合の単伽郴:,単ド热カ当り

正味燃料消費律。r/PS・んr

1.3 9、
=(0.1 6 2 + — ) N0

七

3)試作に成功せるトラクタ甘負式英剤散布板の依物・故泣性祖てついて解折した結果, 

走行收孙峙の所伸出力pd ( P S )お.!:び単位:*W6費・当り散粉わ

(与〇 wdor\
d (J―: J は次式より抵定できあことをたしかめた。

{ (E+恥)く.ハco$a+s侦a) }劣・い两
Pd r e = — • "

75 -60 • I)- i2 •:,ろ・为・偽・为

卜 Q • % ・劣(2 k・ぐ・ N b )' •10ー、

216 • 7 5・9 (七・u ・し・レ・ . • 5>’ 光・,ら•七・り

ここで,區:•架削畋為玲の娯何垂抽(冲).

/,:トラクタの走行担抗係诚, a :遂行万向
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の斜面勾笠(")・Zp :トランクシュ-のピッチ長(况)

n :トラックシューの徼•:トラクタエンジンの回反敖(r pm).
Q:梁词故知根の甜(卄ノ球).

f)« :冷灰の比重•昴.2 0 'C . 7 6 0 絕 H9 .跡7 5 % で1.2 K?/nf
存,:インべラの塚擦保散=1一号’

£ :ブロワの羽扱の枚数・ 

r :プaワの外経(m ).
Nb :プロワの回毎故(rpm).
标:PTO4ft^a0t .

:6 ,”・以・"・“° :あ剤散碱の詫速比

み:プロワの全加率=わ"m・丄・们

L :PTO抽の杭核効宰

花,％,%,四・ふ:薬剤散布桃の椒械効率

ら:インペラディスクの摩擦効温・りe :プロワの杖械効率,

グ・:ブdワの容mm, 〃t :ブロワの全圧効菜

Qd ・〃•10*
(2d =---------------------------------------------------------------------

((Wt +Wd ) ( f tcosa-^si n« )Jl* nNe
/b\------------- :-----------------------------------------

I 75・60・希•& f ・グ】•% • % •

Q • Q。•〃( 2仃・ゲ-Nb 尸 T0~* }
216・ 753(も w 板％ ・»”。)'・産・い・ Fo J

ここで,

Q :堵料の比亟.•流演で0-8 2 5 ( Sr/ctS)
气:空気の比币带.2 0 *C r 7 6 0縛H9,湿度7 5 gで1.2 Kg/nf

Qd :トラクタ藥剤散瓶板の単位時閲当り散粉埔 レW 
旭00022 5 (标 f •& ・标・如七 Ne )11688

その他:前出。

4昭和4 3年度の心計®

林案用4輪翳飲冷ピポブトステキリング式ホイールトラクタの造林用作斐機の作勃を可終に 

するような改造をおこなうこと］てより,この種淋菊用ホイールトラクタの造林作桀への応用の 

可能性について基礎件旌の実験解柝を開始するとともに集材性屹の朝もLこな嵐



8 高寒地の更新

1銃験担当者

北海迫支堤逐・跖長:林睥

" 造林阳2室:招供•厩封好子

〃 土壊研究室:内田丈夫,山本蜜・塩崎正雄•

2 弘注目的

北海道の亜塞帯性針葉樹林帯:ておける更林去を天然,人工の別なく,そのところの環境に立 

啣したもっとも合理的な方区を孫立する。

3 昭却4 2年度の経退とえられた給吳

前住度に引続ぎ,つぎの項目R分けて云:験が進められた。

1. 針瑯涌生推樹の保育

2. カンパ類の下助更新

5.スエ弛林法(土壤の特性を含む)

1•針葉樹前生稚樹Q保育

前生稚椒の現存習・生長と相対照度,前生秘松の备排’!Eの津存址•ならびに生育と林内 

04照脏との関係を求めるため,オ弄度は河寒店山砂！•葉附昨対象としてつぎの地!?で 

观査を突施した。

帯広當林局足寄営林辑部内針兼耕怵

册査点8 书飛太 4 5本

同局网探営林电部内針第供竦

狎な点 5 Wせ木 3 8本

これらについて針刻生碓樹の相対生長生席構捕を林内の相対照広と民I連せしめて, 

林戒・林束剽别に後折してい如

除華剤による推&Iの保術r1ついては用川街林局大驾肯林名部内で昭利Z 9尔15号台 

敏被吿地にあるダグカンパ・エゾマッ・トドマッ・ア刀エゾマッ液车林内のクマイザサ 

純都藩也に除用剤を撤布したか所以,現做葉枕の役入は绍めら,Iない。

2.カンバ烦め下植更新

函伺’営林局岩内•俱知安・両常株珞省内で夹施甲のダケカンパの下祁,更新について洲我試

—2 4 — 

験の結果を函館営林局実施の成績とあわせ熱告した.その够約はつぎのようである。

U)更新を期待すろ枳粉

現在北海迅您分布するカンパ顒として,ウダイカンパ,レラカンパ・ダリカンパ 

の5.がもっとも多く ,外にヤエガワ刀ンパ・卜ガチカンパ・アボイカンパなどが 

僅かに,しかも局所的に分布する。林范的にカンノ測をみた場合に,その対裳にな 

るのは削の3林:曄であZ•か,さらに天然更所の立場からみるとダ〇カンパ1河がそ 

の対按となる。その理由を述べると.は布•林がカンバ類の天然更新を华炙的に恂! 

する用合・その大部分はトトFッなどの歩ゆ様の人工洛林ネ,るいほ:略更新の不可 

能地か困建地である温な指故4 5 "〜5 0 °以下の濫?II絶であり.この地岐に自生 

するものはダケカンバしか封歐:てならないからである。

b)更新可徙立地条件

ダケカンバの天然更所を朋轉できる植生位はササ電で,しかも林束処理後は大型 

草本が侵入しにくいところ,すなわち亜鬼带件外葉邸林带で伐觀やササ除去にxっ 

て湿地化して広g型革本が占めるか所が除かれる。瞄の方位は北面の傾斜址"蹭 

必ずしも適地といえないが.5 0皈 下であれは更祈の謔・になるとは考えられな 

い。更沂条件として母耕の所在は卒制く此安全性をな殊して.堆陟中心として7〇 

m半径か更新有効距能とみられた。

C ) 地酣ー方法と明期

地府方法は备穂の組合せがあるが,更辨陵の保依の手故を極力小なくするとすれ 

ば除茹剤処理->火入れ.または 除却剤処理一>かき起しの方法か.その嵌のササ 

の回復の面からもっとも効果的である。地瞄期について横紂すれは・刈払い時期 

は7月上句まで,火人れの嘛期は7月下句〜8月上句である。除草期翊会火入れ 

地締のと・は放龍時盼!が6月ド旬〜7月上句となろ°いずれてしてもダケカンパの 

タネの疝放!W倒网Iであん8月下可前に劾溢が完了していなければならない。

d)保谷の方法と時期

ダケカンパの案陰の下限はおよそ相対照废7 Qすである。発生1加亘の下刈は神 

伊の濟髙が低いので約10E刈り蘇をあげることにより稚樹を刈払うことなく , k 

屈核仪物力(X除くことがでさる、.浏Z企白ないし饲34E目の下刈は1〇〜t 5 cn(D 

刈り高で金刈を行ない,传樹もともに刈払われるか.曲芽:によって再ぴ生長を栈け

一 2 5 —



る。除華剤を使用する好合は必らず塩素系の除草削heあたり减布帰を10 0时以 

下とする。整2〜3年目の下刈郷期は5月下旬から6月下句が玄圳である。下刈« 

よって切断された稚樹の荫斐発生とその従の伸畏は時期が早い以どR好である。

〇)人工下段その仙

人工下種の!^期は自然と合せて必らず秋條缶前に班行する,做f は噸迅ダネh a 

あたり坪まきの・合は2康,筋まき,平まきは2.5〜3 Kクを節帝とし,タネの充実 

度・利・地の条件によって其宜加波する。坪まきの場合は5 〇〜6 0 mガ修穴をh a 

あたり4.0 0 〇〜5. U 〇 〇を標準とする:,

この顏ま倉付後かなりの力で鈕圧することが必吸である。

伏揉年か結定年と一致しないときは.しいて人工下例てよらず・母伊を計術通り

R残して伐援だけを先行し・下和:のための揪癖を結実年に合せろ。

米 林斐試験場北海道支圾・函館営林局:カンパ類の下秋更新一>グケカンパを主 

としてー»19 6 8. 5

i人工透林法

今年度は主として商将也の土壤锹tについて.つぎのような牌査を行なった。

太迫の高察地と云われるJ蜒の代表地点として.大％及び眾戸両亦英がを選ぴ,これら 

地皿の土壤について纏資を行なった。この場合クマイザサなどが優占する地域と・セン類 

ツッジ類が優占すろ地域と度分けて.土壌我態を部査した。

クマイザサなどサ、類が傷占する地城についー«両华策区の士竹;をみると.大告也必はは 

新4J〇 m内外ほ火山吹力堆早するところがあるカ;,全段的には崛質に窩む土塊からなる「

貝A申况さは前・と同嫌に火山灰紹被われているが,この状態力:広く,その下もまた矽 

質または火山浮石類力・らな.る火山噴出物が堆稍し・複婉な扫理断而を示している。

土申斷面ならぴに無檢絹質物の状態をみると,大宵小業日・のそれはAJ育よリB网に鉄・ 

ならぴにアルミニウムの移動,桀部が暖められる。的戸書聲区においては,土嘘の堆積様 

式が前老在比べて换雄で,これら無援膠質物の秒血も勇浚ではないが,退去の土壊網おい 

てん・•&腐を榊成する土觀でも,各临ぽ鉄,丁ルミニウムの秘助,増功が認められる。こ 

れらの紹架.际・案区の土坂ともボドゾル化作用を祓ってい,ると考えられる“

つぎに各頒セの盛植含盼をみると,大'匕圳樂辰のそれは下括怔いたろまで比戒的多盘の 

祸柩を含んでいる 断而の外覗や腐植・含说の傾向から・大・.十J;業区のものは湿性ボドゾル 

化土噌(PW )に分知される。的’沿・蒙区のものは複雑な堆稜様式をしていろため•桐者 

のよ5に形態的に明らかに分粉でぎないが.ポトゾル化をうけたセ据と考えられる。大 

•冽【况I?では海抜1.0 〇 0 m以上の地城に云く,：2濁 戸•邪葉顷では6 0 0～7 0 〇 m 

以上の地域时分布するようである。

セン加・ツソン珀が:^床に侵占し,Mor ,また(XModerの形態をとる推材咚斂が 

地表を祝5う地坡についてみると,か5(る地W却£笋業:0とも局所的^あるが,トドマッ 

の天然更所が必んに行なわれつつあるところか多い。

そしてこういうJ輙も岩時地からなるところと,普通の土垣i〇、スなるところに分けら 

れる。加地は别として,玄れ以外の七壌・は一般に彌逐のポト・ゾルイI: 土壊からなる。た 

だ昭戸小菸けの埃合には,トドマツの更新が認められる地点炉以上のMo rまたはMo 

d°rのような遊珀找橄C楓いIたところ度限られないで,さきにのべたクマイザサな 

ど;て後占され•Mul!の形旎をとる堆料院慎を冇し.かつ钩依のポドゾル化作用を彼 

っている土鳩においても忽められる。

4 昭和43年度の試也計画

本年度は!B?nい年度の新規研砌題 「トドマツ・エゾマッを中兀、とした天然林施华の基 

颇勺码冗Iのなかに含めて実施することになった。つぎに谷項目の銭編十画はつぎのようであ 

る。

1•伊葉榭前生の保育

上米の渾密度•林制姓別の前生稚栖の現存付ならびに生育と相對照度との购,てつい 

ては昭和4 〇年皈よりE、年!H:の殺料が菓移されたので.今年度はその資料の路理およぴ 

取り点とめを行ない.その結果を報吿する予定で北る。除革剤J:る稚枳の保育«ついて 

区定山覆またはタ扶試験地忆新らたに散金地を設け調灸を進める予定である。

2.カンバ類の下種更淅

的年度の轮括とりまとめ％吿により完了した<»

&人工冶:林法

海抜髙別懐成比叔試沒地については岩内•大雪両試験地におげるトドマツ、アカエゾ< 

ッの生艮睛存を行う,

刘・林法の崎寸および土坡对性はついては今年度は現地調査を行なわないで,従来の負 

料の分析およひ假理を行ない,その聽括的とり•至とめを行なう。
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9 牧草導入による共用林野の施業改善

1説:駿担当者

軽省部授林牧野而究室:井上楊一 C3 .金野賛四,山涉 泉•岩元守刃

前核溯:局京津営林培

2 試験目的
林地の人工華地化が坂近多くみられるようはなり•とく K幼貽林の冷林双がこれの対象とな 

り,苗次のポ我と牧草の播酒を同時に行なうことが災い。そして,この月的は一球瞿貝貫の祖 

飼科を林堆からも孫仅し,さら«苗米の生技を助長しようとするものであ％が,演行的な礼’林 

技術がその± 2 . iられているため:Mflの生潦は比較的知期にとど•まざるを褂ない。

この为:跷は,寝ず度’質の纽飼料としての牧荣の&期にわたる・多収を図るための芭木の梢換 

様式を考えだし.これらの您式那に牧草并の収世绻持の状況を把孫し.また,林木の生处状況 

について,殃察しょうとするものであり,さら:一・このような’牧草を母入した造林地に&下し 

た,造或および管理践についても.明らか作しようとするものである。

3 路和4 2年度の泾過とえられた結果

1.恭地柚生代ついて

(1»核匝と蘇艾

a )牧草地

メ卿時の峋生は•第1回刈の6月は一般に活力が弱く,イネ林赫は開花し茸丈も 

平均4 4 5( 3 9〜4 8e)で低くかったが,被埋は平均31(5.0 —5. 3 )であっ 

たc以後泡2回の8月,危3回の1〇月の紳丑では裱既ら4. 〇 〇となって活力も回復 

してきたが,マメ粹点魚は祖’J年间様に溢分的にみられる程度であ〇た。軒却価は主と 

してミヤコザサ,キジムシロ ,コウゾリナなどが各哉(花时に若干みられたが•极度は 

〇• 01〜Q 0 5で劣勢で力・った。

b)野:草地

海必設定時吃はミヤコザサか.もっとも優占し被度は4.0 〇であったが•年〃開 

花し自然枯死がみられ,本年8月の誌登では甲均被废1.9 0 K低下したが•革丈は平 

均％ 6mで変化が少ない。ササの僻少にともない,ヨモギ・ビメムカンヨモギ・コウ 

ゾリナなどが全血に分布し・被/庭・+〜1.5で;I〇った〇
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(2)収 J»t

a)牧草地

本年姓の年間収靖は1haあたり約17. 〇 tで非溝に低仿であった。すなわち1帝 

刈りく6月11日)がもっとも低く hnあたり平5. 3 t . 2岳刈り<8月2 R ) 5. 

2て.5岳刈り(1〇月5日)K8 〇 Iと次第に増収はしたが,前史斥からスれば灼 

9〇しの波収であった。とくに!盗刈りの低かったのは・水年慢の顼用瓯浏.所め記妹 

化よれば,1爵刈りのころ(5〜6月の醉水lB-ll2 〇 8 m mで.凶年の4 91m mに 

くらべれ注•却半%如:す著ないことが,悪.盼冷・を与えたとも老丸られる。なお,林木の 

损仪株式と収惟の供係はみられなかった。

b )野草・地

歩;革地については,8月に1回刈りを実招した。全収时はhaあたり利6. 8 r ,前 

年聞て比べ1.71:の潮位であり,収粉描成では前年废ササが6 4 Wな額51弟であ 

ったが,本年度は逆に雑基探が4. 8 1( 71# )ササ1.5 I ( 2 $字)と安った。

2.林木Kついて

«1»桝確艮

昨年の饲也伸加计は牧單地で平均14 e .舟草地は平均17mであったが,本年は牧华 

地忻平均1G m ( 8〜14 e )•野草地は平为2 7 <» ( 2 4 - 2 9 « ) -C-t野草地は牧草 

地の約3倍弱の伸びを示した°

(2;生长・啓

木yついてみると,切•乍目雑くらべて発生索は合計で牧車呀:区とも約8〜15 % 

のづであった。

これを抽生.加我h'紙別にみると牧草RではI列ぴが約2 5 イで昨年柯樣であったが, 

仙は約5 ～18冬の戒•JH.昭は备以とも約4-2 5企の泄であった。このようVC 2年冃 

ておける牌?•木の故は,先估耕の発生が少なかったこと.作笙員炉な我様式:您啊れたため 

に切新木が依少したたわと考えられる〇しかし枯死木についてみると,奸箪区では1列区 

を除いてはほぼ同蜩であったが.牧革(?は咋年より杓8 4.(1〜15肪)髙かった。

⑶樹対占有田,伊棗

本年の観冠占布»m桥霍セみると.牧以【スは杓2〜3め.蚪草成は#J 4〜6婚で牧草仏の 

約2倍を示した。

f 9 一



4 比MM 3年度の紙靛計画

腓年度:て引絞き,杖脾の収#および被度などについて、〜5回,野草而については1回の 

渺査を行ない.iたカラマツの摺髙や枝茨りおよび:生長陣容の内容について謳谚をすろ。

!〇 寒害防止

!飢衰担当者 ^

本喚林帘長:加葬善忠

〃防災部良:川口武燈

〃防災都防災料長:井上桂

〃 " 夂卷研咒室:岡上正七ほか

"° 防災遂•二蹄室：佐溪正ほか

〃造林砌林第一田焼・：土井恭次ほか

北海酒支埸费林砒无室:中!阡 哭ほか

東北支場JS林部長：森下援郞

" 滄ー研究室:者川忠はか

〃 醐^四硏究室:村•井赤ほか

関西支柄ft林研究空:早稲田収ほか

九州支場投:甲斐原一胡

九州支川泛林研死室:燈方信夫ほか

九州支弗择除後一研究室:第重陽山ほか

" 士爆研究室:吉筋正二挫か

・〃 防災研究密:白井)純郎ほか

2 泌・目的

檢後•林カ沏強計画にがづき,林約惊換・斎1海抜地への拡大造林制てよって針葉杖膾林与V® 

は・より知您条件の般しい立地に迫洒し,速年來客の発生を兒るに至り.關!:の兒込みがー立ち 

えない林:也も出圳してきた。そのため昭和3 7年.當来夫々墩独に実麴してきた塞害の矶究を 

本支が共同・の.»として取上げ,全匡的規模で試験を開始卜た。当初は£ず各地域ごとの纓击 

の実蜓を解明すると共M.発生の檢作を採り,防止方法を％発するための旅避資料をうる华を 

目的として出発した。I

3 昭和# 2年度の経他とスられた拓果

(1)林木の塞害は,症状・主要な環境麥因,発生明虬 発生しやすい地形などによって.全国 

的視野で分喚莪することが可能であり,現在までのところつぎの2つに大分园］できること 

がわかった。



⑵ すなわち・冬季の塞風・土:寰凍結などyよる水分収支のアンパランスから・発生する懇散・

と,横体の耐ええない低快にみまわれることによって.題体の一部または全部が神!結拟死す

るために始こる凍害とがある

⑶ 寒風害は雰害地帯に多く.北海^では,胆振,日祐・4・助・鍋路.根室の俗地方で・り"； 

なの少ない南河て発生しやすく,只洲以西では,束北堆方の処羽山訟束部,北上•闷ゑ淡島 

地,愧朱北,西部山地,四ぼ山脈,九州北部山地の冬李の季節域ば而する斜面の中汉以上に 

主として発生する。被害曜は12〜2月の健水坡と曇めて高い相関があ如 このため•・" 

歩水蜕•和A律など,こよって,宪生缺地伤を区分指定することか可・诡となった。またこの 

地域のなかで,図血の方位,傾斜度,渊空度などの地冷的要因によって被害発生の干想がな

りたっこと—D、ったc

M»凍害の発车しやすい地形の特徴は3つに大别されろ。すなわち山將花低凹地,平坦地・«/i 

面戒而である。

由間部低凹地では,低遍気從が通過停滞するため佗生じる。全特席寸に存在するが,そのー 

団地溯幾が小さいので見泌しゃしく.沂植のさい考継されない沛れがあろ〇平坦角地という 

のけ•茨城柴用部•熊纨A北部の多野部のよう虻・潮的に低温が発生する地域である。還去 

の侦集を料から危庚地或を以分することが可能のよ5て•ある。南血斜面の滿!fは,南九州か 

ら北側東まで溶純されている。日中と夜間の安浏、・差が大さい孙ioでパ漩的な被害が戒年 

分生し,数年を條すして造林木が枯轮泊失してしまうことがある。

4 昭和43年度の叡紫計画

(1)この"尻E 3年度菸了を目標としているので,現在女での費科を範合してつぎのような 

内容の報告那を作成する。

(イ)寒罟の枷,定佐

旬塞・発生の機作

㈣わが慌での林木寒害の夹慾

⑵ 立?也W分.探恩吿およぴ凍罟のそれぞれにつさ,全財勺性危険地帯を区分し,そのおのお 

ので,腹林樹枝i.造な方法«瘩褂防止法の退択を可能ならしめるような,立地ほ分法を作成す 

る必娶がある。その地域の大ささは,1〜教・緡;计血区ごとに作ること&:なろうと故われる 

か・本共同硏究ではその方法命の喰时に止める。

⑶ 防止站た礎試腋.防图・林•上木低證,况交餘誣の効果を定hl的に利定し,防止法の貞用化 

3喩のための基提資科を作る。とくに防風林は,山岳地;修では菊央に用切の点が•多く ,再炊

… /

討が必步•である。

⑷こんごは立地(?分の事業化と功止方法夷川化試験の実施とに対する成渡しが必部と・患われ



11 食虫性鳥類の誘致増殖

!快技:担当者

探泻部鸟猷科長:池田爽次邱

" 眼㈱二研究室:松山資团,由井 正敏:,爲貯 软

2 験客目的

森林存書虫哄の生物的防除の一我として食虫性鳥類の誘致烟即をはかるため・造林地網おけ 

る寳林施業と洒口した環境造成の試駿研究を行なうことを目的としている。

3 昭"2年度の経過とえられた給果

1•経 iQ .
切年度は泪充日敛不足のため,林相・る仙〇相関調盜.蒙確愈倒否.標滅獄験等が无分 

かできなかったが•4 2年度に灣林局第の協力で,より精密な誚査を行なうことができた。 

4月I 6から12月2 3日までの閭に15回.汤5 5日版地諛査を行なし、,符に5月から8 

月までの弊孙別虻は集中的«關查を行なった.

孝惟項目は前年とほ摩H梯であるが.本年度は計2 2 〇回の「間相センサス」•延4 0臼の 

井:隸試験.每諛瓷時の巣箱利压状況的世•その伸を行なって.偷年からの人工林施累•林分 

の年次成長.誘致施强などに作なう’岛相の劣化,砰柳季節変勳•及ぴ「なわぱり』や日週 

活動,第礙動などの舞殉別供生舗を謨逐し,更に密痘調査方法の碰討も行な令た。

4月16日の哉1回•・辭M览来3 0箱であった巣箱を更に5 〇箱帽殺し合的8 0箝とし 

た。

2.結果

1)缺舞便内の息相及び林相の部査

今年度の期査によって,出現鳥種.阳休数とも田季節別に詳しく｝国めたが•総出現け 

肘は8 7柄に及ひ.そのうち2 4後151ffiのむ亦｛を極彪!した。なかでも丁オジは5 7 

笛・ウグイスとアカハラかそれぞれ2 4番であって.この"虫で安丹潘の退^数K姓し 

たう

林相作ついてば.担当区のあ案計測と照らして.実跪の林地の僧況の変化を典ふ,各 

小林班的て前年度からのむ・相の変動を比戒挨討してい6

2 ) 試褪内の各統岛類の標•哉跋潦

あ年度の裸"所は4ヶ所であったか.4 2年窿は同様な環境に対照必を・祈股し.標 

識加所を5ヶ所増設:した〇これによって棲息・心の”.为の変吊・称リ .行ら囹などが初め 

た。

-» /年度は延4 〇日間の標龈縛査Kよって! 8 f<it1〇 5 7羽を放為し.そのうち4 54 

羽が2废以上再捕樓され.さらに押放ほされた。

い 疏耽湧内の各珈3むの野础泅諏査

4 2年既は忒細内【号對殖する.明"訟讃別用のの色足符をつけ.盛休別に詳しく・ 

演行動を館べた。それによって.林相と関渾した盅f切分敬,行街の大きさ.迎活 

み・南リ活助なと.が摑均た。更y言殖Jリ仅は.158 8巣を础坎し.叫3の行動,営 

巣梶避.皆巣咬党などを％在し,前年度の貢料と牌合碰討している。 ,

•〔)巣箱による捞欢龄!

41年度はha当り12傾の割合で計3 0間の梁箝を架設したが‘4 2年度はha当 

り12關の辰の他にha当り16町,hu当り2 0脸の区域を新設し,又こitらの快泌 

と現境が同一の佟域にhd当り12個の対照自を股け.結局計5 〇箱均J般した。

4月中旬の彈?£において.前年照榮;夜の巣箱で越:冬に利用したとオえられるものが2 2 
福・すで某材の播入を始めたものがz俗あ。た。

その後典材の敞入を始めたものは.5 〇唾みられたが何らかの玲因ばよって営某中止・ 

放桀するものが多かった。5月以降の并表時每にヤマネ.ヒメネズミによる営％妨答が 

1〜数例ずつ微期され,今年度の燃箱携致試赣はこのため头しく妨害されア。

5)給水施殴の和用状況雄強

41年は祁在人用の不足のため烈秀が行な史なかったので,4 2年痩は标力人且のを 

分を琳じ• 6〜8月の期【せ佗おいて,延べ3 8時梃の弱究を行ない.17抑2 2 9羽が 

水浴もしくは飮用に泪,用する状況を陋函した。

6 )近必天然湧水地と府:験区との相互即係禅度

太年度は試賊は内の給水施設の利用状況加査を行なったためと,弭査日の気象的郷:害 

などのため,一更松地［?1回(放烏12和｛ 21羽.回収4羽),太郎坊地ス 5回(放鸟 

12極6 8冽,回収3 2羽)1の60査を行なっただけて・ある。

1)試苗? メ外椅減放向試敏

試抵｛屈と風辺区城との相互明保を訣戒するために,4 2年咬においては.試験区外で 

釦殖する8性.7 4羽にも標"代けた。

8 ) 「センサス」方法の調査
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合密2 2 0回の「センサス」出丑:こおいて.一定紆路を歩く進行逸度や歩泊からの』漆西 

囲等を迎宜変換し・又各「センサス」荘査缶の季密・時忧・天羨・迎卽者の係人差などの話 

住祟をは!んで,「センサス」段査と芝れらの妾因とのけ律牲を究明している。

4 电知43年度の依会計画

諏査は前年度に引き続き・上記が1項から矯8項までを屈則として网一条件て鳏絞ボ宜し・

旋料の若秋セ計る。

節査日成•制査時期・も肪年とほぼ同枉に行なう予定である。'

その他•存:株痛まと坤和した畛で.自生する食傳棟物の斉成方法.及び«箱に被害を与える 

晳就の林内您おける生理餘も諏布する・予定である。

以 J:

12 ポット鉢付苗造林

1試波拒当者

造林觎林第1斤舟究室:土井恭次

北海道支那造林研究室:林 敬太(眼和4 3年度より担当)

2 粉・目的

造林非英Kおける労心力の季前的短りを平均fヒすることい労蚀カ確保<n点から幼・峙な出版で 

ある。従来は下刈りよ榮(5点があ〇たが,•菜削剥用や檢械化のため問如珞泊され•逆に柏• 

付作系;:沽吨が移汀したようで糸る。この解決方法の一つとして.柩•代時卧の挞大をはかるこ 

とか考えられる。ここでいう.ホリ卜は付苗は.・付にょ〇て活寿を容.W,にし・植乍侷ゆの挞 

大をは刀・ろうとするものである。

3 & M4 2年なの経・とえられた終果

(1)ポットには泥炭を主原村とす.i〇ビートボノトの他:て.紙.プラスチノクブコッフ・・スホ 

ンジ如など疝!々考えられる。ビートボット•紙/筒は従来i〇、ら利巾されているか•吸涙す 

るとくずれ甥くなるので,电扱上不便である。このため,ブラスチ:,クのコ・,ブを応用し 

てみた<,

⑵ そのための問題は.根の伸艮を妨げないためのスリット.小孔のあけ方•土中でほ・協

收消失することがないブラスヂノクが•根の生長セ妨書するB否かが第…であり・罔和d 

1年はこの点を主体に実賤した。その結果.スリットより小孔がよく,また土中でもコ7 

プ上Mが應質破碎され羽くなり.根系の発理に支皺がないと老えられる。

(3)つぎ亿な苗法であるが,1コブブ当り豚押粒数の詡普と,灌木法が曲矿である。無発芽 

コブブを炽くするためには・4〜5大の褓苗成立コッブが多くなり•結局問引の手間 

を必舛とする。儲水:・必須であり・自师水器を活用する必かかある。ブラスチ,クボ 

ットは•土中に俚込み使用て個る利点があるので,水分调偷はピートボソトより象て.ある

M適林法では,地份>下刈をfさせたI年妄苗雄林のたE除臬と下草の步なg林 

地では夏季の乾晰止会が肃耍であ&またJ蜘川具の的発.作的の野成•柚は頒の 

俗立も间也の一つである。

4 电和43年度の試あ卧画

湿林磚の共同試・様として次の項目技施し・苗木の成長.とくに槌系顎の状況をチェソ 

クして作業方式を横时す<• 〇



)ブラステリクホ"卜とビートボントIてよる育苗比較5X燃

2)運敝用コンテナーの現地テスト

5 )時期州・代我試弦の弗始

4 )弛林作・方式の案出

なおこんごの硏究の進め方として

(1) プラスチブクポノトは鉢付苗の生長を妨げる怖れはないので.背苗法と汝林法の哭用 

化試!涣への移行をはかる必要・ある。

(2) このためまず時朗別檀裁試缺を行ない.指林時朗の拡大をI 土”、ることが可能か否かを 

確める必垣がある。

⑶ やや規模を大きくしたばあいの"苗および造林上の岡題点を摘出することが必疹であ

る。

T a —

13国有林苗畑における線虫被害の実硬調資および疏余

1軌知担当者

本場瞄部橄病料長:千乘修 .

" 〃 研究室:れ宮靖治

版西婉保誇勋究室:寺下峰喜代(峥尼一志

四皿支坦偲徳斫究室:倾好之

九州支势保被第・"研冗室:徳币牌山•治原友也

2 試驶白取

旧有林帝畑花おける糅虫裱害の央頰,加邸虫の卷:類•生理・枝言と琪境との畔を明らか 

にし.架剤おxび育苗手法による防除方法をは立する。

3 暗あ4 2年度の経也とえられた給果

A )これまで北瀬5局および专殃・秋田・摘知各営林局修内苗加における線虫技害の実應 

尼ついては,本芻:Iたは各支埠に送付依頼された,試料忙よる干備的左能・査がされたのみで 

未洲査の苗畑が多かった。4 2站度以これら営林局賞内苗畑に垂点宝おさ.第1妥に示す 

合計6 4茁加Kついて酒査をおこなった。

策1表 昭和4 2年度性烬延した竹林同別苗炯四

営林伺名 営林孚数 尚畑 » 調表点故

札供 5 7 2 4

西館 1 1 5

曹森 11 11 4 3

次田 4 4 1 4
大阪・ 3 〇 5 7 1 7 〇

高知 4 4 2 8

合計 5 5 6 A 2 8 2

この都食の結果.次の点が明らかとなった。

1)札喫およぴ泡営林局费内で性,大多澈の狀料からキタネクサレセンチュウが傑山



され•この線虫か燈も恂您て・ある。生"密煲は他の地域で報告されたものより低いか 

線农の砲によると思われる苗木の生宥降害はしばしば徳められ1とくにカラマツの 

場合に新若である。

2 ),肯張および秋田営林財皆内では調査した全苗刼からキタネグサレ七ンチュウか愤出 

され按!9う、ら2.0 〇 〇煩以上帳出されたものが4㈣あった。これらの加客樹伍はす 

ベてスギであって,全族的时生な密度はアカマツ・カラマツにくらべてスギ涂成灿で 

离い。この他の械虫としてれ,ユミハリセンチュウが密度は低いが広く分為している 

ことが誌められた。

K ) 大阪営林局笛内では•大多数の苗刼からネクサレセンチュウが,また半数以上の苗

塘からインユク七ンチュウとユミハリセンチュウが株出された。これらの想虫の検出 

湖度およひ生邑為既とも網.ビノキよりスギ苗で〇た。

A )商先熊林局'律内で疑出されたおもな鮑！はネクサレセンチュウ•ラセンセンヂュウ 

およびユミハリセンチュウであった。これらの彿虫の生口密度は一般g氏かったが. 

これは夏季の乾煥によるものと考えられる.この舗向は神本営林部首内の调究でも器 

められ・生頂・密度は例;年仔くらべてがなり低コ、った。

B ) 輔!虫の寄生程摩と菊木の被害との脾保を明らか忆するため•カラマツおよびヒノキに対 

して初期密奩をかえてネグサレセンチュウを接役し,その後の苗木の生育状您セ諏究しに、, 

その結梁・カラマツ搖??苗では廿当り5.0 0 0毋|以上接技で伉伏枯死がおこり•とくに3 

°・〇 〇 〇頭按薛区では発芽1か月後に全萌次が倒伏した。1.0 〇 〇および2.5 0 〇頭接椀 

区では倒伏枯死は組めなかったが•発芽5 〇 B後にすでに根の伸艮が悪くなり7 〇日後に 

は葉に異常が認められた「ビノキ诂穂苗の垛合には扌硏て・8〜10月花枯死苗を生じた,

C )温渤てよる内部寄您線虫の防除効果について試淡し,5 Ct . 7分以上の根の殴狀にょ 

リネダサレセンチ,ウが死滅することを4知、めたか.この処沖ではスギ苗も变巖枯死する 

ので・尚湯のみPCよる処理では跖條てーきないことが明ら"、となった.なお.4 0'C . 3 〇 

分の浸漬によっては殺必虫効果は不充分であ〇た。

クロ ールピクリンおよぴD H CP削の防除炒染を明らかにするため,述年施用(。〕.

4 2年施用)とく1亦のみ珞用した埸合の比敦#始こなった。その結采.クロールピク 

リン朔年徳用では肯木の生も、は良好であったが•4 2年無旅用区て・は.立枯病の発生も多 

く最も苗木の生育が不!!であった。 <

4 地ネ‘ 4 3年屈の訊埃計画

1) 未即査苗畑の実頭制爽を継続する.とくに.4 2牟•度より水格的®查に落手した北海 

過5匕汕よぴ声联・秋田・高知各営加“帑内苗・協を雳A紬Hて調査する。

2) 主安線虫,とくにネグ卄レセンチュウの寄生妙i加害性を切ら小にするため,伊那別 

および土性別に臨けを進めEだ.彳•クナレセンチュウの季墙的?71長在をか均,その 

生姻と技害との関歩について解折あ•行なう・

3) 秋まきい加合のあ剤防除法を兑出すため,佇径襲剤の慝樑虫劾果および地^と殺斂虫 

剤の防除効果について依由を行なう。

&)峋埋約おける转虫による・成供について.予備的做育をおこたう.,



14 林業稼械の住能

14-I 小形可捧式圾愀

!試験担当者・

機械化总戡械料及:山協三平

〃 機械第二沔究室:三村気あ・平松 修•猪内正推

2 試刼目的

林業作業の哄化わ洗熊するぽつれ・タ區再:のみならず国;驚林業搦丸ておいて’•间ー彳曲 

JC.«Tる林業檢械が•攻社の手で颌作されるようになってきた。これらの同一拘职多数銘钠の 

ス綵檢演が,はたして,林業生産の労拗生匪性の向上花役立つのみならず全林業目的に適合する 

るとい5 ,林業機披としてもつべき基本性能をそなえている»、どうカ、•その判定«:役立つ也钝 

基準を紘立しておくことはきわめて疋要なことといわわばならない。すなわち,これによりユ 

ーザは林英純械の適正なる選訳に役立たしめることびでき.またメー中は妹業檢探の改良の只 

体的な技術資料を捞得できるほか.林芸榕械の規格統一網役立ち・姝龄械の全林菜目的に見 

合った棕標性能の何上町而状でさ・ひいては林業の生W性向上«貢献せしめようとするもので 

ある〇

3 昭却4 2年ぎの&過とえられた初果

チェンソ・・の山地森姓での実めの使用による動力性施の即定に成功し.その実験結果の解析 

をすすめつつあるとともに.植穴却料能試隅装此の础Jをすすめ,こんごのこの種の林業檢 

械の改Mて対処する轉矣をととのえてさた。

チェンソーのソーチェンの目立の進行にともない切れ味がはヾ直紡約忆低下する新らしい小 

突挙・沛老の考案せる.做力涎性能弑驟装圖ろ使用せるテ,パー形ソーチェンの切鄭|性能比譲試 

技にXり明はに指摘することがでさた介これは後来目立の切れ味におよぼす負・委性がとな吏ら 

れな舟ら,チッパー旅ソーチェンは目立の進行田ともないその曲形が変形し•その結果・いく 

ら研磨か良好であってもI南形のディメンジコンの変化が必辎勺税切れ味の低下をもたらすと 

い5gT実田まったく気づ科れていなかったもので•発明&たる欧米の在来の報吿にる指摘され 

たことがなかったものである。なおこのホ灾は.維快しJ,うとする木材の直徑の大小•硬軟に 

応じて,技術経済的な意味切ソーチェンの交換の遮当な時期があることをおしえているもの 

で,とくにもつばら大径次の木村を漆断する繼合には.その掘所作添の能率向上を期する上で・ 

ノーチェンの交換時期は小径木の木材を姗する場合.!りも早やい方が合肉的なことをおしえ 

ているものである。

なお,この衍らしい実咳上の成果から,最近7•メリカのソーチェンメーカの手で考案された 

パワーク・ ーブナ歩ソーテェン忙ついてもソーヂエンの目立の進行にともなう切れ味の低下に 

ついても比鼓検討をくわitつつあるが・このパワーンヤーブナ宰ソーチェンは.チブパー形ソ 

ーチェンとことなり(3立の研應する方向が半存•方向である点が,チブパー常ソーチェンのそれ 

が長さ方向である点と2ったくことなり•このため,ソーチェンの柄透上からも・目立の弛行 

Kともなって,パワーン十～ブナ事ソーチェンの曲五の変・の度合は.とくに前半は前者のよ 

うに直線的!ていちじるしくないため,场れ味の低下も前半はチッパー移のようないちじるしい 

低下がみられないという华哭泣.この折幣ソーチェンの切a榊能上の特故を捐携しているもの 

である.

たヾ・このパワーレ玲_プナ伊ソーチェンを実際のチェンソーに装的する堺合.チェンソー 

迅動軸上のスフ%ケット外聞都に自動|3立川のクラインダを.それぞれのチニンソーにおいて 

枝滞しなければならないが,坝用されている伊靜の自動研诵用グラインダは・スブnウプトタト 

周におけるソーテェンの左古.上下諷方佝の拝0;およぴグラインタ布圧の不安定のため.すべ 

ての切曲リンクにそろった研冽をおえることができない点に送大の欠点があS,

こんごは低廉にして棺効な自動研擀用グラインダ哦:’のチェン・ノ ーへ0澱仲’の問題がのこさ 

れているものである。

さらに,デェンソーの臾松による勤カ性能の仰定［：t ,洵外でもい・だその側定に成功せるが 

例を開”、ないもので,イエンソ一理印t補のサ灼仆 ルク变颇の辨析のみならす.チェンソー左動 

との相関叩係泠についても解析をすゝめつ,ある。

4 电知4 3年度の話职計働

チェンソー実檢の山地誑林$ておける刷カ性依の抑陡を繼統するとと•闫カ烈件能試験性 

航’網よるソー于エン切削性能の比辺を藏し・テェンソ一如、’伽洎の‘究削なおこない.この州 

拨械の改r曲毙:て資する。また植穴蝴g改良苗!発を促進するため,同雄ば转晾i俱による忒 

験法の検討をおこなう。



14-2 注索の彼労

!試裝担当者

幽械化能格械第一酬究室:上田 実•斉藤紡侍•富水Ti,柴田垣ー

2 試考目的

林斐用馅案の使用な;:掘年期加し,その年間消祥H・は刀、なりの金顕になっているので.笙索 

の松に彩称する呀因を究明し・弟衣の挑成・混径等・を理定する坳合・あるいは良質の铜空を 

琳入するための検春奔領めについての参再 を科を留るを目的とする。

3 辱知V 2年女の経汝とえらよした縮果

嫌近スラフロープ・サンn-Z ,タフローブ g 6 X 7宙造の我型筋! ロ ～プが相当｝J.主索に 

使用されるようになり•作楽索にもごく少并ではあるが各种昇3淑nーブ茅使用され始めたの 

で・知来修用して谷たJ Isタイプのものに比べて拠して優れているかどうかを软的する段阱 

にあると考丸.これらの绶あ試射を嘴始した。

① 主宿の疫労

試験槻は小角度曲げ後党灘修れ•供試U～ブは而下16 ra m<0スラフローブ.サンローブ・ 

ロックト・コイルである。試駐条件ならび尼使用朧由て通するiでの往逸回・啓を表示すると義 

1のとおりである:,これをみると分るよ5 K «卯型根ロープはJ I Sタイプのものに比べて 

張力5 C .横倚诉7 5 QKダ、条件では優れているび,張力が4 t , S tと诋くなり,ローブ 

の萌はか大きくなると頒翌な卷がなくなる炯向がある。・た同一会社の製品であるサンコー
......•、・,ハ

ブは戒1と布2てrt倍近くの器说があり.碱の可い方はJ1Sタイブより悪い好响を見せ 

て歩;り.裂田,ムラの大きいことが推建される.また!□グクト•コイルは挫型嗥コーブめなかで 

氾も河・疲’労性のあることが分る»奴来コブクドコイルはスプライスか出来ないとか.佑段が 

高いなど万何由で怵栗では側Hされてこないったが•長脚E:巣材するような也所心土冇効で 

あると考え。、:れる。

② 作業索の後労

試験榜はS娜げ媛为試験秘で,供試〇ーブは12 s mのスラフならびにサンロ ーブで帝成 

はケール«ウォーリントン•フィラーの’博也をあんだ。試・験条件ならびに!餌蜿線までの 

往復回敬を表2尼示す.これをみるとスラフm-ブ・サンローノと£, J1Sタイプのものに 

比べてその寿命は同・昏もしくは若干低目になっている。これはストランドかよられて”、ら泪 

性恣・を受けているため•シ～ブに曲げられた除舟秘她の移動がJ I Sタイブほどできな 

いため,曲げ応力が、大きくなってノ、检躍短くなったものと考れられる。したかってポ追のよ 

うに’•州n度の少ない便川条件下ではシーブとの捨独圧力カ;れ下する利点が.大きく作用して, 

J I Sタイブより有矛ではないかと毎えられるが,冬材梅のように小さな憐のスナッチブロ ” 

クで相曲さ少て使用される使用强件下ではオ,まり右別ではないように为えられろ。

4 心和/ 3年序・の詠•うき〒両

衆近瑕坦、’;は中児サボートを甲いてドスパンの巣郅材を行うよう:こなってきたが,中时サポ 

--卜心源5ず乙主熨の/・は滴しく ,この部分に封けろ主落の断翻执故がよく発生しているm 

で.この剖分が仙わ都分に比べてどの.音废早く寿志に註すろぶ、を•究冽十るための疫労試®を行 

なうa

&1 兜叩あ!コーブとJ I Sタイブロ ーフ・のア#命比較劳

*
張力5 M
横倚兩

7 5QK?

强カ4 t
横荷巾

1 t

眼力3 t
掛荷旗

1 t

<® 考

B. S .

スラフ6 X 7

Q/ L 1 6mm
2 2.0 0 0 
XZOO 0

I 1.5 0 〇
I 0,5 0 0

1 0.50 D
8,50 〇

⑥

1 R5

t母金

理瓣"

2. B . S .

統・船忻・の切新荷塗

” n-^7'6 x 7

(レL 1 6n)m

M 1

1 5.5 0 0

1 9,。 0 〇

15 〇 〇

5.5 〇 〇

<。 0 0

6.0 0 〇 20

同 上

あ 2

2 0.5 0 0

3 5.5 〇 0

1 0.0 0 0

1 4.5 0 0

>0.5 0 0

250 0 1有

ロツクドコイル

8型メクキ16F 6 1.0 0 0 2 1.0 0 0 > 0,。 0 0 2 1

6X7 (J/L

16mm

(JIsタイブ)

懒 2 2.。 0 0

城低aooo

1 1.5 0 〇

5.5 0 0

Z500

4.5 0 〇

1 6.8 5

1 6.1 〇

—£ 5 —



異型御ロープとJ I Sタイブロ ープの月急比:•:ぎ表2

D 11 045

T 1 4 〇 oK?

D150wro

T7C0K9

D 1 9 Omm

T5 50 K?

備

B . S

考

スラフ6 X S 500 1.75 〇 5.4 0 0 (r) 1.君令

6 00 1.5 0 0 5.6 0 0 1 tt85 代婀宓・で

H』・・マニ、
5 00. \«5 00 6.1 0 0

(J I sタイブ) 6 0 D 5.3 8 a 6.6 0 0 985 2. R. S .
徊皿め濒施

5. D
スラフ6 X W

• • • • • • • •••*•••• •*••••••• •••••

750

950

2.5 。 0

2.6 0 0

6.5 0 Q

5.4 5 2 9.70
•・・・・・・・»•»•••••••••*

6 XW

(J I sタイブ)

850

700

2.7 11

3.1 50

1 0.5 0 0

1 0.0 0 0 ¢10

ピンチダイヤ

(衲瀚

スラフA X F1
1.0 00

1.0 0 0

5.0 0 0

5.1 50

8.7 5 0

8.7 5 G 1 0.6 5

4. T
〇ー宛J

6 XFi 9 0 0 3.3 0 0 1 0.5 0 0

(J】Sタイプ) 90 0 2.8" 11.0 〇〇 9.20
"ン6X S

500 1.750 8.5 0 0

50 0 2.1 30 ft.50 0 9.4 0

6 X S 550 2X)〇〇 4,1 0 0

(J I Sタイプ) 5〇〇 2.2 0 0 45 0 0 8.5 5

15 林業:碱标の効率的作炙矽術

!航報担当者

機械化都作並褂長:中村英石

前柵智林縁沼国営林M:髙田長武

2 試坊它的

做後における林業剥笠作業の進墜には華々しいむのがあるが.そ<•・、作榮技街の中には或養で 

ありながらー股技術名から兒落とされ•未解決のま・に残されている小頂も少なくない。木試 

整はそれらに再検討を加え.林業横はの神能を効果的K発部させる技術な確位するだうに,透 

っかのサフテーマを股け,术要かつ解決の死込のあるものから逐次取り紀んで行こうとするも 

のである,

なおできるだけ早急に诋果なあげるためには林試のみでは兵力不足であびので・れれわわの 

諏死と平行して,况有林わよび府衆研究梳BPに対するプロジェクトり-デ<レダ在・轲力におこ 

ない均田して成果の拡大と実用化を推進する。当油めサブテーマは®崟村か.•索道用c出採ア 

ンカーの剣灼踞知(0).吳材櫻川ガイドブrr ?クの脫ポ拘由怖止"も©・チェンソー便,中技 

術の 5つである。

3 昭未4 2年度の护逸とえられた紐果

「梁材!盗用ガイドブロックの脱索防jEJと「チェンソー便用技術の改善」の2サフ•テーマに 

ついて前年旌忙引続き歆<査研究をおこなった。

') 湖機川ガイドプロプク住ついて

匡冇林で使用されているカイドブcソクはノインチ以上のものか多いが.それら絹は 

脫索尼より側叛その他ビ枝しい很陽を受けた&のが多く . 9イン子以上亿なるとその倾 

向は権めて同くなる°この％呢はf..J時にワイヤc ープ低も大さなfilthがもたらしている 

ことを皓示している。弱地洲査で旌宅遂生とほヾ伺時に生じた作黑M・瑚故に曲遇し 

たことすらある。ワイヤロープの成労の点から見れば勿煮大廷プロックの使用が1?［残し 

いのであるが,民出:に歩い5吋以下‘の小明整措のプロブク忙は屁世偈痕の少ながった訓 

置結果を勘案するとぎ.网或の彩扶,脚と威心及び作黒索や!H：.•ロープの力の作用点 

との#偽など•ブnアクポ体心如しても,脂索や頂阔に防・する因子が幾つBあ女5で 

圖板C作’状•ンヤブクルの英さと形状.その伽の改善狀作を依頓しているがザ場の使用 

条件区子が雑多なので理岬なものに宝贓‘するまでにはかなりのB号間を必!するものと思



われる。但し軽く作社こと,吏心を作漿索力点に近づけること,プ。ソク的枚の拄(部附 

近に・適当な反りと持た心たヒレを設け・作菜密C当りを染可とさせないようにすること・ 

・ンーブ罚底の丸味の现淄セ给やして,使用作業崇尼もっと適台させ祈るよう心「6こと 

虹先の吊り琢を渣心!笠附近心多す”、畑,没することなどかなり共你的な改鶴方向を野らか 

にすることがで巻た〇

使用方法:«ついて,二,大碓ブn ノクは疹向角が大きく gいカカ"かるN所で.更に作 

業法をゆるめた際にもブCナクが正當に近い姿勞を保つに充分な殊沼販力が残る坎合;： 

はそのまま便うことができるが•その冬件に欠けろもののあるm合には台付とブコック 

がー｛女にスイングするように添え技を当てる方法や,更に条件の恶い;血c対しては前丕 

の求心部吊り画な!吏って・士;いゴム紐小パネ,以は小奇南とパランスウェイトでガイド 

プロブクの质さをほしてやわ方法を收らないと首吊り脱索を生じ易いことかほ刀明ら却 

尼なった。また亥向坊か小さく,プロケクに刀、かる合力の小さな所に!1,現用のような 

帝く頑丈なブユブクではなく •別に小型でもよいから,附1J；Sものを準備して,これを遭 

材適所に正しく便I 、分け4ようにしないと.プa •Zク鶏:扳えの他:•C丄る好ましくないじ 

擦や拍壕が灸生する。台伊けつープの便用方事b成行の標伞方式でIあ科がかI)にな〇て 

瑯板をこする健向が出るか•左右どちら”、の花口を上にするとその知向かんく,％り,茨 

対ru心と逆に多くなるm所が多いので,取りつけには注;西を耍する:

これらについては別にー㈱cンヤックルを追加便用すれば略決でさることが多いが, 

ハづクルの形状や瞄にも唤杵の余地がある。白付け也ついても変向角や作栄细所・ 

ら大七なカかかからず,一木・吊,9Kしても例えは実弟に1。应上の安全案が褂られる場 

術において"標準方式に依らない方が良いこともある。

以上の結果はかなり重大さ的はをはらんでおり,琪埸技術指尋か適琲見おこなわれる 

こと,作染チームの技術七ラルが无分為められることが御提条件はなろが,所諳定囈や 

胃行足とらわれずに集材微作業技術q占:・的な両検討を必要とする咬階に入ったことを 

示咬するものである。

)チェンソ一作薫にゆしては前年度に弓疏ぞ瓣断血牘速既とエンジンの作業負荷回伝亲 

度を2つの柱として,刃当り長の大小!てよるル春変化の鄒!を調べた拈果,柚身のチェ 

ンでは刃当り长10 e前后が最も沸く切れることが明らか亿な〇だので.大径材に対し 

てはこの刃当り長を・俊持する、!!うにプレ～卜•の進め方を変化させるゆさぶり切りと仮妳 

する髙既の技術の可・脂件を砥N・し,また,刃当り5s以下で急亿能力が低下することか 

-4 8 一

ら働端な小径材はチェンソ一知斯忙は不利であることも明ら刀、になった。その他.デ 

エンの通正-辙座は一定のも厂ではなく.作楽条件によって索化させるべさであるこ 

と。ケエンオイルの供給呆も作斐条件によって変化させるべきで,密雑逆切りには多 

上日て与えなければならないことなど,技術指導上市視すべさ幾つもの新寮実が明らか 

になった。速书仗臉を担当している冬合燃就にかいても,倒fr,伊初,気您劣•異・cた 

条件下町おける牧埔卻査を続けて始り.相互tcM>を交換對諭して成果を固めっっあ 

る〇

なお吊近輸入された卜,ブファイリング耕チ=ンを装価した松树は•作X現想最大 

の問題点である目立てを自動化傑単化する•ための一つの解決手段となる可料j:が掴待 

て・共るので•とりあえずこれについても•鄙:lj抵断と刃当り長別の鋸断をおこなって. 

性爵傾向の敖略を!!巧^した。研や石の懷伐・:梁によっては目立て秘废が落ちること. 

リJり込スに隰して多少プレート・がある傾「句があり•従来のチッパー堡チェンと手加滅 

が独るなど女英なる点が無くもないが,有象な而が多いので更に詳しく潔査してみた 

い。

4 昭刑4 3年度の务I培計画

1)ガイドブロ yク

！ 側板形状の唉的改暮

" ンヤックルの長さと形狄の校討改善

川大径フ・nノク用吊り環位靜の決定

而仝上吊り上げ腳の検討

v小負荷用小型軽抓ガイドブロック

vi作染索张力密化翎涵の聞発

以上の試作峻討を含めてガイドプコフク使用技術を取りまとめる。

2) チェンソー

チクパー型チヂン装俯のもの抵ついては刃当り长の変化の3を由に詳細に追及すると 

共に,小技木用のマイクロカードチェンkついて向様の糜冠をおこない,チ,パー歐チェ 

ン装知のチェンソ一作某技術として取りよとめる。

点た・卜〃・フ・,イリング”エンについてもチ小一敗・合とほヾ局栋の縛裁を史 

脇行し・その博格を明らか"「ると共代合羿的作業技術として取りq刈る。



1 6 林道构明施工の拗質区分

1 熟芸担当者

檢械化8S作業第二研究室:福田光正 ^

2 試駿目的

即枝施工を前提とした狄沮役滸・および施工において.切取土工の他知区分も・従来の人力作 

榮をもとにした.主として匸歩縫埃からの岩石分巨步は•柚集的な杏現で定性的に区分されて 

おリ,地方・地質・制定者の够人差にxり見方が果な.り・呀に・それが紛争の因となっている 

のてT分でなく.ここに.近代羿学魅遊いた合驰勺.かつ"只体的な刊定方法により1務械作 

業を花慮しただ性的で定動的な岩質の称度と作矣の難赧にxる・右分かを上水の夹用盹朔;豚 

いて行ない.更に.これを誰もが簡1卩に,m：i4いなく .一致した見あの出来る客强性のあるも 

のとするよう跨める。

3 早同42年度の紐也とえられた烤枭

5尙"s 2年目にあたる昭和4 2年曾は.ひさつづきエ4蚀枕ておける岩｝物称度と弥 

存波伝擢速度(P•液)の!:愕を央!るため.用1回(自4 2.9.19至』2.9. 2 <大名倉)•第2 

回(13 a 2.1 0.1 6 至・：2.1 0.2。大名倉)•加5 回(自 q 2.1 2.« 至,I 2.1 2.8 佐口谷)地 

賞訓査・を愛知 跡衆下の反有林の係林務2路涵! .のべ6カ所で奏旅し也 さ喳は關回同様1 

カ所当い"电御7名て・椎帯川孙性波浏定歩サイズ疋カウンター(湖协舎幣弾性波迷度時限計 

初年度使用の改良型)を用い,ハンマーP P泌(受信件対受而;)によったが•ハンマー起霍 

による測定魚の域定にi瑚阳唳打柢林を酒縷喧脂に利川し.当初のハンマー  ・取匕ルティ鎭珂 

R*I)X - 5 0 0 (リUラン・ンユタイン號•空包黒色)をピストル型软打銃ドライブイット4<!〇 

(ほ建.ロ任12. 7 % ・空包D II赤色)にかえ.疏作のピン,叩き罪板と共に用いた。大名會 

せ湘一•おいては.一部,大JlkH:抵抗測定器による笛策探査も舛用した。切年度は火成岩が主な 

対％となったので次纭修はー:华・伊一宕,棗成拳姑常を’」び・また.詡査蹬所の芻・なに映する府間を 

はぶぎ係定時:屹をまとまった務所K堤中してつぎこむため路箴数をしぼり・1カ所当りの諏灸 

剛！!を・洛線顎土治い作2 0 - 4 0 mと広げ,殊;す旅工前の澗甜汨てよる地山調直と同一科所の 

終工後における陷而•切取のり而•のりW上付近の各涂奄を行なつん

〔紀1回調査〕貌エrtif
大名紗:泌 凌破北波楽加口町大名泠.折城・営林が内)鷲腊

—5 0 —

1P 5 2 C 5 5 ra -1と地山尚親の在復瑚定

〔第2回并義〕险・エ擾

批1回御査箇所に同じ。

£；>；>? 2 :藉面と切取のり府上溺線の片蹭測定

间点1N 4 〇行近:顼取のり而び网の片彫湖定とシュミット反倾度苗定との併用

I P 5 6
〜J P5 9 •路面と切取のり用上刪絶の片冊祁・

測点15 8 2付近:切取のり而兩瘦の片側商定とシ E 卜反9秋当面悝との佛用

外1カ所

3 5回蛔〕拖エ悠

室魅林道佐口谷支線

(技牟県加茂編!七宗・下吕蓉冰堪付内)チ・ート

測点2 5 〇1
〜慵点2 51$( I 2抓):切取のり血浏線の片!1膈|定と切耽のり円上W跡萩復旳定

诵点 2 5 5 1 . 〃 "
〜浏点 2 5 7 2 ( 2 1 m ) •

なお•この調竟には中或成湖駐,土 B!独按補佐•石神褊!・指命?はじめ名占博智・局土太 

柯獻】ならびに驯保営林一氧股也二畠力を承ったC

朝定値と琪妃!の炬奸状炸矿f£配録はより走時解析•地绍的紐略を行な〇た結果.施工後の 

蹈血•切取のり而にお片・る償は比較的安定し,切础の紿果とあわせて林芙土水の突用綜囲で 

火成客・地挙岩,« 岩各阳類の・岩質の程度と傣姓畋速度を即煙づける方向が判然としてきた。 

しかし,她隘充容・本米の梆耗であるはずの拘工前の娴」や施工琰の!?地めりか付近のよ5な 

瓜岩網かぶった士の上からする内部姬は.題磯点煎下を突ざ而 、、‘,.鉄板を股活し•受倍計固 

定金具を畏くする沿删定条件をよくする为忠をしたKも拘らず刘定価にバラアキ多く不安定な 

領を示した。

混卷衣你は集租回场,か•ニカ隴也:扣认改也ざれ.急距にか預.燧密化されているが,符 

に起貞物わ ・受佃计・尚定及びコート・理結金史その他付怀部品に改良の余地が多くみられ•湖 

定に当り悪条件の・页なる林地用として,これら7"働骚隔は未だ会全・なムのでなく ,これ 

を仍(定基村!の遥i定・超芯位損を土中Kするか羽岩卸打訟技0に.!rり荆うような:期心/を兵みす

—5 1—



る以前の問題を股死の孫析とりまとめと平行して解決してゆかねはならない。

4 際和43年度の試炎町画

ブルドーザー•リプバー •コンブレソサー咎捋入施工版械の作楽羅易と兇・質程度の関係を弾 

性波伝择速度を皴介にして知るため•信顿度の高い地绍部套施工例を数例作るi!恤で,特に名 

古睥•林局汙内の齒有林偎係林通• 2〜5路縮を扱選し,林泣施工の蝶易度と工法選定の判定を 

渾件波迷度とりフバービリティーとの相關において把握すること忙している。最終年度にあた 

るので.三カ年の綜合とりまとめを留芯•して初住鷹.次姐毋に行なった岩頸の程峻による分却 

で定料不足など不仲な点を球上して捕足する。さらに,琮合とりまとめにさいし•名古風翎・ 

材土木諜强自で行なわれているンユミソトテストハンマーによる表血反衆硬度を主とした岩幻 

洒査祐果を參％にとり入れたい。 ^
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17 集材機作業の最適化

!嵐珍拒当者

槻披化部:米田宰武

ほ械化部作跡1罚究室:辻 隆沁•渡部庄三郎

石井町善•臭原正明

〃 故喘笋,1硏究室:上田実•斉彦披彦

富永貢.柴田顿ー

2 試版目的

集材檢は木材の集材にb 〇とも?R舞な蛤出根杖であるが,地形.播袖.作業Hの技徳.謂張 

り方式・機仙の耘整善多くの要因(てより作哭方式も定梨化せず戒选の&1合わせが解明されてい 

ない。以上のような归因を解析し.以式化して启子計强:檄を用いて最瀏ヒを図ろうとするもの 

である。

3 压和4 2年度の経通とえられた縮果

試験^爾に珀づき下記の如く闽査を行〇た。

1)災材俸作荣中の各作菓员の作衆時洗分折及び条件洲査

2 )架空索ならびに作業素の弓劫と速如观定

5) 県;re圾所及び訓推内容は下表の通り〇

以上の調査によって苒られたデーターを您孑泪鼻扱により解析した。以下忙徂られた結束の 

を瞬を記すn

部近拿所ー 作業名 當張り方式 染打捡 物 «
坂下営林眾 金木悅倒 天 •ヒノキ•サワラ

上松" 伐木造纣 tf R
三按 " 全未集材 タイラー 大 堕 ff n
皈T n ホー1)ンクブCソク tr ff
三域〃 許曲堪材 タイラー n V ■

上檢 " ホTングフもノク a *

三殴〃 候台作莱 タイラー n ff
坂下〃 ff ホーリングフもゾク a N ff



1) 鼠第化の梃懇及び神法

砌化とは対蒙となろンステムのすべてのコストの您・を蟻小にする四オ方式,;典味 

りブ成・京め径,卷材极技・作梁貝記備を决定することである。コストには生麻資・造 

林讹・災害nスト簽を考慮する。

斌漕化の間囹ほ主ず定式化されねばならない。定式化されたH*.の代君的な解注・は次 

の桃になる。

ァ、•頌縮偷注:目的関数.例陝条件が斜渉である甥合に有効である。您!”汐ンステ 

厶で(均乍紗危のため澄用できない。

イ、ダイナミソク ブログラミング:目的撰狡・飼限条件いすれも非翔任でもかまわ 

ないが.決定すべき期を颇に決めていく多段決定ブコセスと％えた塩合・それが 

マルコフ・プ。七ス行ならなけれは衣効でない。

マルコフ・ノUセスとは「n段の多段決定のブ"セスがあるとき.鶏K段までの 

決定がすでになされたとする。このとぎ列り(n-k>段の決定が目的側敖杖及ば 

すめ牌は,k段までになされた決定の結况として生I:た我虹と・これから行う(n 

-比)段の決定だけに依存する」ことをいう。

米システムで焼ん泌える町能性のあるものはタイラ-・ホーりングの選定と架材" 

松馬力の決定のところで.この両者が決まれば倾粉の1つとして必:材嘏の走行商 

招:をとることがでぎる。

ウ、最・大龄法:目的堺欲,；5!候釜件はいずれも•非紡形でもかまれないか•目的幽故 

K极値が多数ある:4:合は困莎である。

之システムでは雄的な屏は2つ以上•しかもとびはなれて存在することはないと 

考えられるため,変改が多くの吭をとり得るお合(ローブ徒の決定など)に適用で 

でる。

2) 作第の標準化及び作架明間の定式化

以誌化の花楚となる作孙册の定式化のため,作業条件と作兼切の便係を誡饮デー 

タの回帰分折にxり的朝な加えた。さらに作来時間の組立てを行なうため作業の待性 

•を明らかにした。

3 ) 玖械システムの快时

終材5を中心とした拡強システムの符性を解析し,,架跚的i・の理部,耘オ板の能力 

について快討を加え,漿村&<迎伝の飾理的混折を行って.与えられた徳械の条冲にょ

～ 5 4 -

ってぶ〃シ運峠サイグルをRめろ方珍を研究した。

4 昭和43年度の試会計画

前携危林同管内において,人工林におけるタイラーづ.ホーリンダフ・ロ ・/ク式両幸張りの小 

合の夹械叫をを作荣労普の血と阁・マ性坏の面から行ない,荷年度の・均伊性験から不足のデー 

クを剧定する。

また•生産,逍林工移と0般から灾!:«泌賢による基礎資料めを•海をはかる。

なおこんごの問也点として

1 > データの券;度について:会材檢作菜は.即价まで行なわか.その敦は5〜7人である。

この全作尊目の姑問歓啊H ぐは同人救の晞护雄目が必妙となり•砚究?,g人甘では不足 

したため•データが秘底的に間田となった。こんごはかぎられた人1｝による彼浴Iの稍・應 

を上げるための級伽法その <.のの戒:討が必務である。

2 >約作案について:全木は材の社台做は数人が纾になって作法すろ。この段合作業百

佛に相互干涉が卷〇(人間干渉)作萍時間に師松な現蔑を示すよ5である。(2人て•作 

業する.Eりも3人で作衆した方が(K沖!がかかるというようなこと)今^度の・む汁では軸 

鹿的にもデータの数からも間勺があり粉析でぎなかつ

5)モの伽作栄を定弍化する上で侔々の闢かい点・で耶 が多数発生し,」溯決のものも多 

い.これ・を戡理し離祈を進めていかねばならない。

追稲

得られた紬果Hついては最遭化針:梅〇ため更大工学部に捉供し計算中てある。更に 

結果の祥訓は檢德化部诜科として印刷中て・ある。

なお•この研究K使った計喚はfj科技連のTo Uba C3.40 q . I B M力7 0 9 0と 

束大のH I T A •' 5 0 2 0である。

5 -



18 特定地点における野鼠発生予察

!応験担当者

北海道支埸野印・研究室:上田期ー•前田 涣

2 試べ广的

北海辺忙0、て野玖彼客防除のため•多くの造林地て・生成効"が行なわれているが•この 

瞄はその峙点の生息数のみが明らかにされ,海後の生息徼の増減を予測でさな I•、こと•さら 

關在の方沼区辭疵xり簡便な糾状潔登法の究明カ叫’・望されている。鶴って道内の特定嫩R 

での発生粘予削睥する部査および的場なる生恩数諷资法を陳討するものである。

3昭"2年序のな追とえられた結果

4 2年春の蜉規・生邑数は全^的にみて少なかったが•春の給慙活動の即始は.例年より早い 

ことが•性的成熟状熊から紿められた。

爰従いたって.軒思・娉«エゾヤチネズミ蒔体群の生息我應は•迫北から中央髙时さらに道東 

廳にかけ・髙苗・咬のカ所が局部的にろられるようになった茶・话鹵から石狩国也・帯にかけて 

は.全減的に生息次は少なかった。

この地域旳生口状蘭の崙違は,特定地点に沈ける瀏査より.灰のことか考えられる。すなお 

ち•生且数の少ない道南から石狩础5带にかけては.室測・商欵林署胃内に属する噴火剛院 

を除き.他馱你住の出現が少ないこと.また姙娠依休がほとんど蹈められな” •・ったことからし 

て.春びら夏田か峠ての繁舛活動が低・我(であクたことによる。

これに対し,高密鹿の癸生カ所が,多く舘められ・た道北•中央麻地・适東地域では.幼猷ま 

たは亜成欧依休の出现举が高く,iた姙娠窣が高いことが、せ定伸点の輿査から恐められ.卷 

からづにかけての饗臾占動か活部•であり,しかも岁の時点でも,その活動が引定;いて行われて 

いる状況にあった。

これらの誚内の特定地点での繁夕,活物と・隊・酒・民有林で実椀されている.野風生息数貌 

査箕好から,4 2年の北海?0の野鼠発生は,各地方とも秋常郷活勃・てより・临｛木教はさらは増 

加するが局部的であり•昭和5 4击のような全道的大発生の恐れは溝えられない。しかし道北 

中央商地,迫城地带の一部では,今後の発生択況従は»^を罗すると,8月2 4日の辻内生物 

翩防除対策瑚誠会で予秘を発抄した。

肚続さ行な〇た秋の湖任結果で,同部的忙％忧隨の発生を予側した,迪北,中央高地.通电 

堆帝では,ha当り10。匹以上の生也密盧が切われるカ所も必められたか•全域的Kみた以 

-5 6 —

合・大発生という状桧ではなかった。また注南から石狩配由帝にかけても,生忘救の畑加は少 

なく •大化において干・報どおりの発生状归を示していた。

な封秋の譯诣で•道中央商灿の繁圈活動は9月中句で.すでに妹止.期を示していたが同一命 

域内にありながら低地に值说するBIIでは•9月下旬に好加が行われていること•また油址 

地帯より石好低地帯に附する板せのほうが,秋繁残活虱は活潑で弘ったことう頌・,められた。

これらの繁是(活的の相違が,丸〕何なる毋因忙よるかは.まだ明らか;てすることはできないが 

魚曲その仙の氣象条件がある程け,阳Kしていることが考吏られる。

なお特定地点て•枣査したエゾヤチネズミ題休群の生理的機能の脸を究明するため,民提秋 

住の牡内容物〇栄誓分折を行なった〇

以上の全泣的な.或母発生干祭のための•麟定均点による爬遂の心、,Xゾキチネズミ跡界群 

の発生笊をす測する目的のため•理興鼠橄において,林床網g冬なる技林州と:,就林の2 

誕奪址で•紀号放逐法にxり,野k序網b生長•発音状此.出生率:自然内令•食草および 

称実の州存景,常握紮の季筋的変化•耕渤との网係・W象耍;晨などの縮合的微点から,生物 

粋・的研究を突旃した。

4 昭和43年度の試婺計画

⑴4 2年虞に引A".特定地点で5F斜発生滴密］您を.年令狗成・繁泗忍M、ら喚討する, 

(2;烦".爲优雅の線お汁をヤ;)|する試滋を女弟ぞ実玷する。

⑶生队数評奪の傾匝伯!:関すろ航験を突掘する。



19 林床処理法と野鼠防除

!試験担当者
北兩泊支早鈔庶龍究室:間口苻ヨ邱・万"+ ’・文吉

造林研究室:豊肺洪

2試験目的 ^

旋来ルカラマンを林に対する地持(卞刈は初氣防除の上”、ら火入れ•およぴ全刈が主保とな 

っていた。しかい屹近の労力不足•また柴藉・ •山火防止など加服切、ら•とくに拡大造林推 

遊を封こなっている通内任・林では,これに什わるべき技術の球立が早急に緊まれている現状 

である。したがってこれらの問孙をだ決するため•分効.造席褂先室が共国で各種扯拚え.下 

刈方法・とくに除草剤仲用後の郷欧生息状態を或がするとともに您華5えの也ー防除の知果の 

限度などを明らか忙したい。

3 昭和42年度の経過とえられた結果

冬械の株床飽2酸とネズミ生似数との朋祭をしらべ乙ために.各林床処理Xと.その区のネ 

ズミ生恩務W杏のためのあ号岐逐:’土用方形”をは而した。

"珊?の行なわれ、た日,咋(月・日)を云すと次のようである。

ィ,除草削去布全刈火入区

除草剤散布(9. 4 )、全5究了( 9. 9 )•火人(10. 4 )

u,除代剂全面散茄筋刈2歹i朦区

地｝序弁了( I 〇・21)植’・听・め・除華刮散布不能

ヘ阱輩剂妝每筋刈2列植区

制再’兒了(11,15)和";のため除箪卻敞為不能

二、鍛牧奇筋刈2列施区

朝完了(11.1 5 )

ホ、除草列汝為筋刈5列植区

地字完了(11.7 )命者のため除草削澈知不能

へ林床無幽ir?対照区

これらの中で,イ、コ,への全丸必、筋刈2列桃は,林床無処理対照］区における9月のネズミ 

・幻啲の站圾は次のようである。

-58-

孙刈2列刈区 林床耘処理 
対照区

全刈区

ネズミ故 2 t1 19
t 0. 5 ha)

相生韻底の奴•要

諛存方注は各也理区二と«10プロノトセ仔;澄にえらび熟:廊小/会以上.("/ 2〜

1Z 〇 .(3)1/ぜへ1/8 .ば1/8〜1/2 0.11｝丨/函以下什)恤めて歩ないの:当示方 

法にょ〇て林依楸生の殍奇を実族するとともK平均以制もあわせて9月上诃に關定した。

結果の歳吵は次いとおりで丰、るC

イ、除・剤散孙全刈火人区

採占超はクマイザサで,ササ仪の単一件溶とみなされるが.场部的其はオオブキ・十 

マト・リセンマイ・オオイタドリ«などの派生したところもみられる。このようなところ 

は・この処理区全而稍の釣1/10お度を占めており.凹地やよひ沢沿い〇、湿妙タイブ 

のところk出現している“クマイザサを含めた歴の出H您数は約2 〇趙であり•地・:剛 

物刘ぐ・極はスグである。

〇,除草剤全而妝,伟朋刈2列植区

イ処駆とtったく同株な,顷生景彼を示しているが.クマイザサP)格度の小さいとこ 

ろではムカゴイvクサの浜生が目立っている。

二無散布伽刈2列伊区

優占疑!はクマイザサである。しかしこのはは金セ:G1/2の刘咳でキク料心草・の 

出現灘度か商く拙生に卵な”、な差がみられるeさして址E•推钩では.フノキソウの出現 

がみられるのが将題で歩、る〇

ハ除草畑做布沥刈2列租!K

優占楠はクマイザサでおるが,この処母いは.イ・n ・区ぽ比」〃して林诙破熠の邳 

腾がいちぢるしく ,ワル垣(とくにキマブドり)のポ茂が多く,こGAうなところには 

ムカゴイラクサの複入が目立っている。地汐斌物の代/・州はスゲ・オシダである〇

ホ除車却故布盼刈5列植区

故発的にキクネの大型率水の出現がみられるが.比攻的安定したクマイザサのいー 

群％を示している



4 略和4 3年度の云塚計国

4 2年度稜即>ため央行不可iをであった餘草剤故為を室どけ後・たヾちに突行する。

年2〜3回の植生推移状说とネズミ生息汶撞移の剥秀を行たう〇

欤瑚ビ通爲の宦糾散為Kより网除を実施する。

2 〇 木材価格の予測

!M〔駐担当志

経営部,経済研究室:野村 勇.橋本 智

2・尊白的

外材も含めたわか国木材需紿のモデルを解明し・§慌的にその掏ftを・決定することによって 

長期および短期め村オ魚格を予測すろ。

3 昭和4 2年步の終・とえらポた総果

すべて商品の仙恪は.需糜供給とが均衡する点において決序されてくるのであり,したが 

つT木材価格を分析するにあたつTも.その寿展kある木材供給のメカニズムとい,ものが・ 

ず辩明されなければならない。

さで,ひとくち忙木材の臨給といってもその形態は様々て•あるが.太研究でけ・木材・の流通 

珊程を大きく「山林所有者」一>「製材工埸」ー,「裁探消賀者」という形でとらえ,「山林所有 

者」の「製材H埋」の間忙經材用素材の術給が・り,点た,「本:材工場」と「お耗消费弟」と 

の間に製材品をめぐつア湖治附州泣しているものとして分杭を進める。期砌な次材需 

給モデルを示せば次のとおりである。

S, =/(七 • X. )

=/( P, .x2 )

s. =叫

D； =/( Xs )

s2 =/( P3 .X. >

〇2 =/(1% • X6 )

s2 =外

たヾし, S,: 国産材米材供給fci

Di : ・ 需要址

P】: " 価格

X,: 〃 の供給に影轡をおよ摩す弘子 

x2 :国産材奈材の需妾忙电薛をわよほす氐子 

D；:外材察材需普・

x8 : "の需夢に影都をもたらす因子



s2 :製材お供給催

d2 :"浦疫量

P2 :〃 施格

X« 〃 供給に影缪をもたらす1苗子

x5 :盤材品’S要に稣をもたらす因子。

それでI土 . X］からX& までの"というのはどういうものなのか。この点を明らかにする

ために,4 2年度は•大井川潦坡の山依所有者と盛田市の製材工場を幽査したが,その結果・

X,としては「翅可能資源が」•「冠村働水摩」およぴ「景次」が・また.X,としては 

「製材品価机」•「裂材エ埸経营规陋 および「傲気」があげられることを確認した。な松・

外”需ッについては1国産材が潢たし将な、吩・の木材最終褊妾を補なうゆでおこなわれている 

ものと我えてよいであろう。また.X［としては•「全水材・入荷砒」と「盟村歩止り」が、さ 

らK： . X.に題しては,裂材品の大部分が建築用材"であることから「滞築活動」が大きな阱

であると考えられる。

さて.以上により木材需給モデル忆取入れるべさ因子が決定された［勿であるが,このモデ 

ルマフロー・チャート化して上ると次のようになる。

2

このモデルに基づいてわが匡の木林普給の構透を時必列データから福誌していく由である 

が,たとえば「役採可能資源此Jのように.収在まだ作成されていないデータも含まれている 

ため,駁密に同時決定的な構造パラメ～ターの推定はおこない徊ず.1本1本の方眷式に単純 

斌小自離な適用し•このモデルが理齢^にも矛召することなく.かなり有劾なものであるこ 

とを施するにとどまった。

4 昭和43年度の試空計画

4 5年度の計画の住は.

① 木材常給モデルの質的検游

② 木材編給讶造の数秘的検討

の2本であるが.まず①については•昨年度は,センサス上で栈ぼ全用,平均値に近い大井川 

歟を訓瓷他として週定したが"今年!皮は,先進林亲地として知られる南九州の日田を网£対 

衆とし,モデルに取入れた因子が・たして適正であるか否かをチェソクする。立た•外材需要 

については.木モデルでは知に国産材の不足分を刀バーする後でやこなわれているものと仮定 

しているが•外材のシェアー・が4割近くにもなった现在.はたしてそのような単純なとらE' 

たで艮いものかどうか,競合側係・代替供1澡などをモデルの中に翔込まなくても区いものかど 

う刀、について映对するa

©Itついては,現在公我されているデータを改艮してでざるだけ理鬲i的に必’&・とされるテー 

ク・・に近 ・ た上で構殯パラメータを推計する。网て地城を限定すればデータの剛約本ある科 

度緩知されるので.地域ごとの木材張給構泓の推定も同時に進める。

耦造パラメータの推叶は,まず以純最小B乗法< L S )によって符・号・条件をチェソクし理餘 

的に矛眉のないことを磁通した上で制限悄轮慌尤法(LIEよ〇て・こなう。



2I空中写真による治山計画法

!試駐担当者

防災部,治山第!硏究室:秋谷孝一I河?ナ&治.難波宣士

登営部航潤研究室:通渡幸男,中・跋

2 試软目的

’治山^画立案K当っては.肪挑姑»斜阅免地等の実懸をつかみ.それに対処する治山ダム 

あるいは山腹工市簫の教扱を決める必妥がある。従来,治山出痢強は主として現地您说にょ 

り.相媛揪・溪流荒!益地の現況を把塊し,同じく現地誌究により・ダムサイトやダムの韻模の 

決定,山•腹エの要•不茨,エ俗の驟易等の御析がなされていた。しかし,今後•臭地林の就発 

や下流の人口増加;て伴い•治山•那荣の計画対象も奥地へひろがると岡時に.精密な計画の函立 

が染まれ•る怕努にある。奥地 8 现地跚夷は地利的地形的条件による困堡さのは却に,季節的 

削約により御森期間が限られ,空中写直を併用して辨查が行われることは必然である。また, 

突発的な災害発生に伴う.辭画改河のための治山調扣て於ては・悪条件の下で早急な認套完了 

が筆まれるため空中写真の利用が不可・欠のものとなる。

今中写衣方用の莉点としては•的EJW關の短縮だけでなく.距舗や地形に影窖されず(糸麗 

一様な結果が捋られることがあげられる。しかし一方,空中耳・直は.粉诊忙相当な経残の支出 

を饲諄したければならなL、ので,治山;頂查のためだけに大面稍の範囲の空中写・直を撮影するこ 

とは,災法など特殊な場合以外には考えられない。幸い全国国有林のはとんど全域にわたづて 

現林資溢呷麦のために撮彩済の空中写ー&があり・今后も5年に1度は所規撮形が行われるので 

これを科用することが可并である。

そこで撮七済の空中写真を用いることを娜既,荒廃堆の现況ならびに推移の状況など各種 

のz.54I就を行いその結果を現地諛査の紀果と対比させるなどして,既存の空中写爽:の渕用法 

の若华および利用し得る限度を明らかにしようとする。

3 昭和4 2年度の経過とえられた経果

⑴41年度調査結咲の検討

41年度に長野営林局直輸中川治山华業所管内(伊邦谷)で行った渦査結果の檢討を前年 

に引きつづいて行左った。険対項R及びえられた結果は第1表のとおりである

弟1主な除时結果(長野累伊刀浴>

松,•検附 
j対象

蜜肘 
贝目 敝価の求め方 讖 結 果

①
剧法地 
而ffl

崩壊地 
而熾航 
次と 
灾剛f 
S比跋

伽:娘P1/2,5 0 0図化100点Z 
&〇年«卜・ットm参てaim 
灾和値Sコンパス副・債 
1/1.0 0 0®化を1 /2,5 〇 〇に 
"1。。加山ドット板;こて:哥

1 6 〇!® 
倒!附 
h,：

P>s "枷•9Zha 
r = s 55 〇 
PVS 8 1㈠2.4 1 
計1 6 D — 1.4 9

1個所 
さり 
0J3 09 5 
期:

©

図面縮 
尺の複 

讒

以測仙 ?1/2,5 0 〇^
(3 6年•4 0年)1〇〇点/出ドッよ 
板にて｝什同
航測値 P' 1/1 0.。 0 0®(L
(5 6年パ〇年) "

•5 6 8 临

P>P'2 1 6 耕.!)9 
P=P'1 58 〇 
P<P'11 i ㈠3.5 6 
计 468 +5.55

旋膈 

齢

③
知壊地
の状況

爆験地 
の位Bf

3 6年の缶戎と4 〇年の:写质か 
ら知應の発生症例を山跡陟の 
上中下此分けて比依 17 3応

同位・盛(上L.4却,TF)
12 4個 

中と以ば卜•(上P,电匕 
弓邛'・下中) ふ9傾

上と下(上下明燻

72% 
22¢ 6喘 

1000¢
•

© 娜愚
の状況

伽壊地 
の闕

5 6年の写页と4 〇年の写:mか 
ら崩爐灿の傾斜を(商低正/水 
平距航)で克出して比較

171隔
5 6年>4 0年71劇5 25レ
56 =4 〇 31疝 G
56 < 6 91心 5 5 c
計 ! 7 18^-20 8 c

一平切岬 
?跖 

が大m

.⑤

典凰
髄

3 6年の攻在と4 〇年の写及・か 
ら判読した奶涙舞の税別を山喪 
済号別に分けて比駛した

17 2關
同種 15 7
脾穂 55

(804)

(20¢)

⑥
期垠地 
の状況

刷我地 
の方位

3 6年の:写门と4 〇年の写衣か 
ら利腕した剧^地c方位:の比救

17 2眼

闻方位羌 12 8
4 5 ’ 芯 54
9〇 ° : 5

13 5° ■■•• 5
180° 差 2

(7") 
(2 〇-?) 
(2务) 
(3備> 
(頒)

⑦
溪味 
勾配 珂と夹 

妙〇差

測点問麻5 〇 m総延長2,。 5 Um 
就们勾配(•> 0年)P 
実測女配 S

档区間

P > S 2 3 区;ifb)1 〇 22 
P=S
PVS 18［砌イ 7 0.2 
計 4 1剛 + 5 2.0

祸聞 
当り0.7 8¢ 
航測び大 
さい

⑥ 刷壊抽 
血積

跡卸 
定檢に 
勰 

厠

湖(侃P'1/1叫〇〇図化 
5 6年,4 0年10 0点/tafトット 

粉こて啷
筑跚依P>1/1W加図化 
剛闻定横で計測

4 6 7佐
P'>P* 3 8 5(-1}11.1 2 
P'= P* 
pg, 8 4(-) 4.0 9
jr 4 6 7+ ZO 5

1隔所当り 
im 

方が大き 
い。

曲
的お弛 
の扶況

縦断海 
形

5 6年の專奇と4 〇年の写氏 
カ、ら判読した瞰i跡と凹凸 
平灣の3彳風の符合により比 
段した〇

173價
同符合(vv.ーー・

AA)1i 7 
平滑と他符合(V-.
ハー,-V , -A)51 
異符合(V/ヽ•/W) 5 

計 17 3

(68务) 
(294) 
(用)



⑵』2年度の謳死と瞄結果の検財

•12年度は柬京歯林局直轄梅ケ岛治山旗菜所曾内に約1° 〇 〇 h aの調査地をとり,治山网 

画に必耍な滞項目の空中写宾によろ渕査の可能性を実用的な只她いら吹討した。利蔬に用い 

た空中写真は3 9年撮岩山5 5 4縮尺約1/2,5.0 〇 〇及び41年1〇月中部址•建燃影蹄尺約 

1/2 0.0 〇 〇の2独て•ある。検討項目及び丸られた結果は第2表のとおりである。

第2表 主な検討結果(成岡県梅ケ岛)

「

!番号
検討の

対象

損討

項目

故価•の求め方
対比し 
た明壊 
他の徼

結 果

①
崩瞄

の获況

期剛

C位材

3 9年の写真と41年の 

导舆から崩壊の発生位:断 

を山個而の上中下に分 

けて比救

11 7
呵位!S (上上・中中, 

下下)103 
抡上K!ま下(上中.中上・ 

中下"g)15 
上どF(上下•下上)1 
計 117

88%
11 4

1雄

100%

② tt 网壊地 

の傾斜

3 9年の写真と41年の 

写我から崩瞄の傾斜を 

(高典/水平秘):後 

出して比較

V

1 23

3 9 年>4 1牟 4 2118
3 01°

3 9年=41年9刽
3 9年V41年7 2I周 

-3 9 2°
計 12 3 -91 °

平均!個当り

0.7 4 c
41年が大 

きい。

ff 岫&

の形状

5 9年の㈤贞と4I年の 

寻真で原壊地を山腹,供 

惴別に対比

11 7
同彿 111

6
針 I17

9 5イ

5冬

④ Cf 帆過 

の方位

5 9年のべ立と41fem 
写茂から脳壊培の斜面方 

向を8方位站分けて比鮫
1 25

同方位 ? 9
4 5° 差! 7
9 0°^ 6

1 3 5° 差 1
計 12 3

8 0^
14佈

5%
1 %

100%

伊那谷及び梅ケ島の結果を総台すると

(イ)傾壊地の面積,斜面上の位描l瞄,山腹堪壊,溪岸働壊の別・方位•周辺林相・などほ 

空中項真吃よって利読することがでさる。

(吊怕］港#我面の侵鎮又は堆穢状況のような欲細な高低差は空中写真(現在一般に用いられて

いる縮尺!/20.0 〇 〇〜!/2 5D 00 )から利砍することは困難である。

H叫渊也内の植生や地質などはその利,防法や実用性の点で席朝が多い。

仁)演床荒應地の面後や溪床勾此,ダムサイトの溪昧椚忻については不充分な点もあるがおお 

むわ利統が可能である。

齢 溪床面の堆税や役餘の狀況,福床の不安定土砂慣などは一般の空中写直(協尺!/2 0.000 

〜1/25.000)から判疏することは困賤である。

N 依衆面の植生の判曝は梆壊址の植生とI司様に問題が洛い。

などのことが明らかになった“

4 8?河4 3年度の試験計画

1)カラー号直と1/1 0.000のパンクロ專貞が概は済の割雨狭の国有林内に約!.〇 〇 〇 ha 

の眄衫也をとる

2 )上記調砌をパンクロで摄影縮尺1/5,000•赤外フィルムで撮歩縮尺V1U000の撮 

男を行ない次の検討をする。

① 1/1Q000およぴ1/5.00 0のパンクロ写FIXついて州阳！P •溪流荒曉地の石!® 

構成の判就 〇

② レ!aoooと1/5.〇〇〇のパンクロ刀ラーおよび赤外:写貞の各々尤ついて川愀地 

の区^・侵入植生などの判肮〇

な冷こんごの治距点として

(1)明湖也の表面の状況•即ち・堪積・侵他•露岩尋の判航・をするにはと・んな写真が必要 

であるか,撮形縮尺,7イルムの爲病 . 撤む方法ゆについての枝対。

⑵胡壊地内の度入植生の価關.员などの杓就方法えついての唤为。

⑶ 従来の研究の詰果を併せて.治山訓哦に最適な空中写真の抵整仕様の決定。


